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始
め
た
の
で
す
が
、
ど
う
弱
い
の
か
、
な
ぜ
弱
い
の

か
、
と
い
っ
た
と
こ
ろ
ま
で
認
識
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
の
で
し
ょ
う
。
ど
の
避
雷
器
メ
ー
カ
ー
も
、
ど
の

工
業
計
器
メ
ー
カ
ー
も
、
そ
の
点
に
気
が
つ
い
て
い

な
い
よ
う
で
し
た
。
私
は
そ
の
こ
ろ
す
で
に
4
〜

20
m
A
D
C
を
出
力
す
る
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
の
ベ
ー

ス
エ
ミ
ッ
タ
間
が
、
雷
が
発
射
す
る
強
力
な
電
磁
波

に
よ
っ
て
破
損
す
る
こ
と
に
気
が
つ
い
て
い
た
の

で
、
エ
ム
･
レ
ス
タ
®（
形
式
：
M
Dｰ

24
）を
中
心
に
据

え
た
エ
ム
･
レ
ス
タ
®
シ
リ
ー
ズ
を
発
売
し
ま
し
た
。

エ
ム
･
レ
ス
タ
®
の
避
雷
効
果
を
実
証
す
る
テ
ス
ト

キ
ッ
ト
を
ア
タ
ッ
シ
ュ
ケ
ー
ス
の
中
に
組
込
ん
だ

も
の
（「
パ
チ
ト
ラ
」
と
呼
ん
で
い
ま
し
た
）
を
も
っ

て
、日
本
中
の
水
道
局
を
訪
問
し
エ
ム
･
レ
ス
タ
®
の

避
雷
効
果
を
見
て
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
名

も
な
い「
エ
ム
・
シ
ス
テ
ム
技
研
」の
エ
ム
･
レ
ス
タ
®

が
全
国
の
水
道
局
に
採
用
さ
れ
、
メ
ー
カ
ー
と
し
て

の「
エ
ム
・
シ
ス
テ
ム
技
研
」の
収
支
が
一
息
つ
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

本
来
エ
ム
・
シ
ス
テ
ム
技
研
は
、
工
業
計
器
の

中
の
変
換
器
に
目
を
つ
け
、「
変
換
器
の
総
合
メ
ー

カ
ー
に
な
ろ
う
」
と
始
め
た
わ
け
で
す
が
、
こ
の

エ
ム
･
レ
ス
タ
®
の
商
品
化
と
い
う
幸
運
に
恵
ま
れ
、

変
換
器
の
開
発
と
生
産
体
制
を
築
く
た
め
の
収
入
源

が
確
保
さ
れ
た
形
に
な
り
ま
し
た
。

株
式
会
社
エ
ム
･
シ
ス
テ
ム
技
研
は
来
た
る
4
月

1
日
に「
創
業
50
周
年
」を
迎
え
ま
す
が
、
私
に
と
っ

て「
感
慨
無
量
」と
は
こ
の
こ
と
か
と
思
い
ま
す
。

そ
の
創
業
の
年
1
9
7
2
年
（
昭
和
47
年
）
の
前
年

に
、
私
の
父
が
ち
ょ
う
ど
私
の
2
倍
の
年
齢
で
こ
の

世
を
去
っ
た
の
で
、
自
分
の
人
生
が
後
半
に
入
っ
た

と
悟
り
、無
一
文
で
の
船
出
を
決
行
し
ま
し
た
。
今
思

え
ば
、
資
金
な
し
、
商
品
な
し
、
も
ち
ろ
ん
実
績
も
な

し
の
、「
何
に
も
な
し
の
エ
ム
・
シ
ス
テ
ム
技
研
」が
誕

生
し
た
わ
け
で
す
。
あ
り
が
た
い
こ
と
に
多
く
の
友

人
、
知
人
に
助
け
ら
れ
、
名
目
と
は
い
え
、
創
業
の
年

か
ら
黒
字
決
算
が
で
き
ま
し
た
。
本
当
に
人
脈
の
あ

り
が
た
さ
を
身
に
染
み
て
感
じ
ま
し
た
。

エ
ム
・
シ
ス
テ
ム
技
研
の
創
業
製
品
は
、
電
子
式

工
業
計
器
用
避
雷
器
エ
ム
･
レ
ス
タ
®
（
写
真
１
）
で

す
。
幸
運
と
い
う
も
の
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
ま
だ
誰

も
エ
ム
･
レ
ス
タ
®
相
当
品
を
発
売
し
て
い
な
か
っ

た
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
電
子
式
工
業

計
器
は
、4
〜
20
m
A
D
C
が
世
界
の
統
一
信
号
に

な
り
、
工
業
計
器
各
社
は
競
っ
て
こ
の
統
一
信
号
を

用
い
た
工
業
計
器
一
式
を
開
発
し
、
受
注
競
争
を
繰

り
広
げ
て
い
ま
し
た
。
よ
う
や
く
電
子
式
工
業
計
器

が
行
き
渡
っ
た
こ
ろ
に
、こ
の
4
〜
20
m
A
D
C
を

出
力
す
る
工
業
計
器
が
雷
に
弱
い
こ
と
が
認
識
さ
れ

エム･システム技研本社からあべのハルカス、生駒山を望む

あべのハルカス

生駒山
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も
う
一
つ
の
大
き
な
テ
ー
マ
と
し
て
、
依
然
変

わ
ら
な
い
空
気
圧
式
全
盛
の
制
御
弁
の
電
動
化
に

挑
戦
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、ま
だ
ま
だ
4
0
0
0

台
/
年
程
度
の
出
荷
台
数
で
目
標
に
は
届
か
な
い

実
績
し
か
残
せ
て
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
こ
こ
に
き
て

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
が
叫
ば
れ
る
よ
う
に
な

り
、
電
力
を
大
量
に
消
費
す
る
空
気
源
装
置
が
不
要

に
な
る
電
動
調
節
弁
が
各
方
面
で
採
用
さ
れ
始
め

ま
し
た
。
エ
ム
・
シ
ス
テ
ム
技
研
の
電
動
ア
ク
チ
ュ

エ
ー
タ
は
、
そ
の
駆
動
源
に
電
流
パ
ル
ス
で
正
逆
回

転
さ
せ
る
ス
テ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
タ
を
使
用
し
、
そ
の

パ
ル
ス
数
で
回
転
速
度
を
思
い
の
ま
ま
に
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
で
き
ま
す
。
こ
の
バ
ル
ブ
ア
ク
チ
ュ
エ
ー
タ

の
こ
と
を「
ス
テ
ッ
プ
ト
ッ
プ
®
」（
写
真
4
）と
呼
ぶ

こ
と
に
し
ま
し
た
。

「
ス
テ
ッ
プ
ト
ッ
プ
®
」
の
特
長
は
以
下
の
よ
う
に

な
り
ま
す
。

ま
ず
エ
ム
・
シ
ス
テ
ム
技
研
は
計
装
シ
ス
テ
ム
を

構
成
す
る
「
工
業
計
器
の
商
品
化
」
を
果
し
ま
し
た
。

こ
こ
で
い
う
商
品
と
は
、
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
誰

で
も
欲
し
い
と
き
に
す
ぐ
手
に
入
る
も
の
を
指
し
ま

す
。
エ
ム
・
シ
ス
テ
ム
技
研
が
標
準
化
し
た
工
業
計

器
は
、
ま
さ
に
こ
の
商
品
の
条
件
を
満
た
し
て
い
ま

す
。
エ
ム
・
シ
ス
テ
ム
技
研
が
守
る
「
５
つ
の
ポ
リ

シ
ー
」が
そ
の
様
子
を
伝
え
て
い
ま
す
。

①
廃
形
し
ま
せ
ん

②
納
期
を
守
り
ま
す

③
特
殊
仕
様
に
よ
る
追
加
費
用
は
不
要
で
す

④
救
済
ワ
イ
ド
補
償
サ
ー
ビ
ス
3
年

⑤「
設
定
出
荷
サ
ー
ビ
ス
」の
設
定
費
用
無
料

A
D
C
（
ア
ナ
ロ
グ
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
バ
ー
タ
）
を
内

蔵
し
た
ワ
ン
チ
ッ
プ
C
P
U
が
限
り
な
く
小
さ
く
な

り
、
高
性
能
で
し
か
も
通
常
の
電
子
部
品
と
変
わ
ら

な
い
価
格
で
入
手
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
今
、
次
の

課
題
は
各
種
の
工
業
計
器
を
手
頃
な
価
格
の
商
品
と

し
て
お
買
い
上
げ
い
た
だ
け
る
よ
う
な
世
の
中
に
す

る
こ
と
で
す
。
そ
れ
に
は
ま
ず
工
業
計
器
と
呼
ば
れ

て
い
る
機
能
を
、
片
手
に
握
れ
る
ポ
ケ
ッ
ト
サ
イ
ズ

の
便
利
な
ケ
ー
ス
に
収
納
し
、
そ
れ
ら
を
オ
ー
プ
ン

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
繋
ぐ
こ
と
で
、
大
部
分
の
計
装
の

シ
ス
テ
ム
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
が
構
成
で
き
る
よ
う
に

す
る
も
の
で
、
か
つ
、
す
べ
て
の
機
器
は
こ
こ
で
い
う

商
品
の
条
件
を
満
た
し
た
も
の
に
す
る
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。
こ
れ
に「
タ
ン
シ
マ
ル
」（
写
真
3
）と
い
う

愛
称
を
付
け
ま
し
た
。

P
A
（
プ
ロ
セ
ス
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
）、
F
A

（
フ
ァ
ク
ト
リ
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
）、
B
A
（
ビ
ル

デ
ィ
ン
グ
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
）を
は
じ
め
、
今
や
注

目
の
「
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
」
に
貢
献
す
る
電
力

信
号
を
1
箇
所
に
集
め
て
、「
工
場
全
体
の
使
用
電
力

の
見
え
る
化
」
ま
で
も
今
す
ぐ
容
易
に
で
き
る
世
界

を
築
く
た
め
に
、商
品
開
発
を
進
め
て
い
ま
す
。

プ
ラ
グ
イ
ン
形
変
換
器
エ
ム
･
ユ
ニ
ッ
ト
（
写
真

2
）
の
構
想
は
創
業
当
初
か
ら
も
っ
て
い
た
の
で
す

が
、
そ
れ
を
収
納
す
る
ケ
ー
ス
を
ど
う
し
よ
う
か
と
、

大
阪
の
電
気
専
門
の
商
店
街
日
本
橋
4
丁
目
辺
り
を

う
ろ
つ
い
て
い
ま
し
た
。
阪
大
柔
道
部
の
大
先
輩
の

お
父
さ
ん
が
創
業
さ
れ
た
「
日
本
電
化
工
業
所
」
を
訪

問
し
、
企
業
の
経
営
の
基
本
に
つ
い
て
ご
教
授
い
た

だ
き
た
い
と
申
し
入
れ
た
と
こ
ろ
、
快
く
受
け
入
れ

て
く
だ
さ
っ
た
う
え
、「
あ
ん
た
の
所
で
こ
ん
な
も
の

で
き
る
か
？
」
と
い
わ
れ
た
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
れ
を
何
と
か
し
よ
う
と
作
っ
て
く
れ
る
会
社
を
探

し
回
っ
て
た
ど
り
着
い
た
先
に
、
手
先
の
器
用
な
個

人
企
業
の
社
長
が
い
て
、
気
楽
に
引
き
受
け
て
く
れ

ま
し
た
。
何
と
そ
の
人
の
机
の
上
に
エ
ム
･
ユ
ニ
ッ

ト
の
イ
メ
ー
ジ
ピ
ッ
タ
リ
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ケ
ー
ス

が
置
い
て
あ
り
ま
し
た
。「
そ
れ
は
ど
こ
で
手
に
入
れ

ま
し
た
か
？
」と
尋
ね
る
と
、
自
分
で
設
計
し
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
屋
に
作
っ
て
も
ら
っ
た
物
だ
と
い
う
こ
と
で

し
た
。
即
刻
、そ
の
人
に
受
け
て
も
ら
え
る
最
小
ロ
ッ

ト
を
注
文
し
ま
し
た
。
こ
の
箱
が
手
に
入
っ
た
こ
と

で
エ
ム
･
レ
ス
タ
®
避
雷
器
シ
リ
ー
ズ
を
始
め
エ
ム
･

ユ
ニ
ッ
ト
変
換
器
シ
リ
ー
ズ
の
商
品
化
に
漕
ぎ
つ
け

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

時
代
は
ま
さ
に
「
高
度
成
長
期
」
で
、
日
本
中
に
巨

大
な
工
場
の
建
設
が
進
め
ら
れ
、
工
業
計
器
市
場
も

勢
い
よ
く
拡
大
し
エ
ム
･
ユ
ニ
ッ
ト
変
換
器
シ
リ
ー

ズ
は
2
年
で
2
倍
の
成
長
を
遂
げ
、
エ
ム
・
シ
ス
テ
ム

技
研
は
創
業
3
年
目
か
ら
急
成
長
期
に
突
入
し
、
売

上
が
10
年
で
100
倍
に
な
り
、そ
れ
は
バ
ブ
ル
経
済
が
崩

壊
し
た
1
9
9
0
年
ま
で
続
き
ま
し
た
。
そ
し
て
エ

ム
・
シ
ス
テ
ム
技
研
は
長
屋
の
一
角
か
ら
現
在
の
本

社
ビ
ル
の
建
設
（
1
9
9
1
年
完
成
）
に
ま
で
た
ど
り

つ
き
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
30
年
、
エ
ム
・
シ
ス
テ
ム
技
研
の
足
跡
を

た
ど
れ
ば
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

写真2　エム・ユニット

写真1　エム･レスタ®

写真3　タンシマル

❶
開
度
セ
ン
サ
に
耐
久
性
に
優
れ
た
コ
ン
ダ
ク
テ
ィ

ブ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ポ
テ
ン
シ
ョ
メ
ー
タ
を
使
用
し

て
い
ま
す
。

❷
先
進
の
オ
ー
ト
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
機
能
を
ご
用
意
し

ま
し
た
。

❸
便
利
な
オ
ー
プ
ン
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
M
o
d
b
u
s

を
採
用
し
ま
し
た
。

❹
電
源
断
時
の
手
動
操
作
機
能
付
き
で
す
。

❺
配
線
に
便
利
な
端
子
箱
付
き
で
、
そ
の
中
に
電
子

回
路
基
板
も
収
納
し
、
本
体
カ
バ
ー
を
開
け
ず
に

チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
設
定
が
で
き
る
上
、
運
転
状
態
表

示
ラ
ン
プ
が
外
か
ら
見
え
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
し
て
世
界
中
の
制
御
弁
の
電
動
化

の
実
現
に
力
を
入
れ
て
お
り
ま
す
。

『
エ
ム
エ
ス
ツ
デ
ー
』の
読
者
の
皆
様
に
は
、
ぜ

ひ
エ
ム
・
シ
ス
テ
ム
技
研
の
活
動
に
ご
支
持
と
ご

声
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

写真4　電動アクチュエータ ステップトップ®
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・
日
中
の
国
交
正
常
化

・
エ
ム･

シ
ス
テ
ム
技
研

　
を
設
立

・
第
一
次
石
油
危
機

　
（
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
）

・
日
中
貿
易
協
定

・
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
が
終
結

・
ロ
ッ
キ
ー
ド
事
件

・
「
国
際
計
測
工
業
展
」

　
（
晴
海
）
に
初
出
展

・
「
自
動
制
御
と
計
測
展
」

　
（
晴
海
）
に
出
展

・
ア
メ
リ
カ
大
統
領
に

　
カ
ー
タ
ー
氏
が
就
任

・
米
中
の
国
交
正
常
化

・
巨
人
の
王
貞
治
選
手
が
現
役
引
退
、

通
算
本
塁
打
数
８
６
８
本

・
日
中
平
和
友
好
条
約

・
ス
ペ
ー
ス
シ
ャ
ト
ル
コ
ロ
ン
ビ
ア
号

　
の
打
上
げ
・
回
収
に
成
功

・
資
本
金
を
１
２
０
０
万
円

　
に
増
資

・
資
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テ
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。
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ど
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す
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テ
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。
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（＊）（＊）LED照明・紫外LEDは、株式会社MGMTの製品です。

電空変換器
出力空気圧制御にループゲイン
の高い電子式フィードバック方
式を採用し大ヒットしました。

M･UNIT変換器シリーズ
プラグイン形変換器の代名詞といわれるほど
充実したシリーズへと成長しました。

エム･レスタ®MDPシリーズ
コンパクトな電子機器専用避雷器とし
て計装用標準信号用や各種センサ信号
専用など様々な機種を揃えました。

信 号 変 換 器

2 線 式 信 号 変 換 器

電力用トランスデューサ

表 示 器

積 層 形 表 示 灯

警 報 設 定 器

リ モ ー ト I / O
温 調 計
チャートレス記録計
BA・省エネ監視システム用コンポーネント
ソフトウェア（SCADA）
PID制御コンポーネント

テレメータ・Webロガー

操作部コンポーネント

避 雷 器 （ ア レ ス タ ）

LED照明・紫外LED   （＊）（＊）
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長
し
ま
し
た
。

プ
ラ
グ
イ
ン
形
変
換
器

創
業
50
周
年
・
エ
ム
エ
ス
ツ
デ
ー
創
刊
30
周
年
記
念

創
業
50
周
年
・
エ
ム
エ
ス
ツ
デ
ー
創
刊
30
周
年
記
念

since1972

創業 周年創業 周年5050
エムエスツデー 

since1992

創刊 周年創刊 周年3030

50

エ
ム･

シ
ス
テ
ム
技
研

　年
の
あ
ゆ
み

（＊）（＊）LED照明・紫外LEDは、株式会社MGMTの製品です。

電空変換器
出力空気圧制御にループゲイン
の高い電子式フィードバック方
式を採用し大ヒットしました。

M･UNIT変換器シリーズ
プラグイン形変換器の代名詞といわれるほど
充実したシリーズへと成長しました。

エム･レスタ®MDPシリーズ
コンパクトな電子機器専用避雷器とし
て計装用標準信号用や各種センサ信号
専用など様々な機種を揃えました。

信 号 変 換 器

2 線 式 信 号 変 換 器

電力用トランスデューサ

表 示 器

積 層 形 表 示 灯

警 報 設 定 器

リ モ ー ト I / O
温 調 計
チャートレス記録計
BA・省エネ監視システム用コンポーネント
ソフトウェア（SCADA）
PID制御コンポーネント

テレメータ・Webロガー

操作部コンポーネント

避 雷 器 （ ア レ ス タ ）

LED照明・紫外LED   （＊）（＊）
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期
西暦

・
消
費
税
率
５
％
に
引
上
げ

・
W
e
b
サ
イ
ト
を
開
設

・
Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０
０
１
品
質

   

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム

   

認
証
を
取
得

・
キ
ャ
ラ
バ
ン
カ
ー
に
よ
る

   

移
動
展
示
会
を
開
始

・
Ｍ
ｓ
ｙ
ｓ
Ｎ
ｅ
ｔ
ク
ラ
ブ
を

　
発
足

・
エ
ム
エ
ス
ツ
デ
ー
の

   

Ｅ
メ
ー
ル
配
信
を
開
始

・
日
刊
工
業
新
聞
の
「
創
業
烈

   

伝
」
に
会
長
が
紹
介
さ
れ
る

・
写
真
週
刊
誌
「
フ
ラ
イ
デ
ー
」

（
講
談
社
）
で
、『
世
界
一
大
き
な
、

　
日
本
の
小
さ
な
「
町
工
場
」
』

　
の
記
事
が
掲
載

・
２
年
間
に
わ
た
っ
て
実
施
し
た

   

大
阪
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科

   

知
能
・
機
能
創
成
工
学
演
習
に

   

対
し
感
謝
状
を
受
け
る

・
金
融
ビ
ッ
グ
バ
ン

・
長
野
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

・
欧
州
単
一
通
貨
ユ
ー
ロ
が
誕
生

・
Ｓ
Ｉ
単
位
系
に
完
全
移
行

・
ロ
シ
ア
大
統
領
に

   

プ
ー
チ
ン
氏
が
就
任

・
ア
メ
リ
カ
同
時
多
発
テ
ロ
事
件

・
中
央
省
庁
再
編
、

   

１
府
21
省
庁
↓
１
府
12
省
庁
に

・
九
州
営
業
所
、
神
奈
川
サ
テ

   

ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
を
開
設

・
中
部
営
業
部
を
中
部
支
店
に
昇
格

・
仙
台
営
業
所
を

　
仙
台
市
宮
城
野
区
に
開
設

・
欧
州
単
一
通
貨
「
ユ
ー
ロ
」

   

の
現
金
流
通
開
始

・
初
の
日
朝
首
脳
会
談
を
実
施

・
新
一
万
円
（
福
沢
諭
吉
）
、

   

五
千
円
（
樋
口
一
葉
）
、

   

千
円
（
野
口
英
世
）
札
紙
幣

   

発
行

・
個
人
情
報
保
護
法
全
面
施
行

・
中
国
国
家
主
席
に
胡
錦
濤
氏

　
が
就
任

・
日
銀
が
「
金
融
の
量
的
緩
和
」

　
政
策
を
終
結
（
５
年
ぶ
り
）
、

　
ゼ
ロ
金
利
解
除

・
Ｂ
Ａ
関
連
市
場
に
参
入

・
関
東
支
店
を
横
浜
市
中
区
に

   

移
転
、
神
奈
川
営
業
所
を
統
合

・
東
京
支
社
を
港
区
サ
ウ
ス

   

ポ
ー
ト
品
川
ビ
ル
に
移
転

・
W
e
b
サ
イ
ト
が
４
言
語

   

選
択
可
能
に

・
関
西
支
店
を
大
阪
市
西
区

（
肥
後
橋
）
に
開
設
、
主
要
営

   

業
機
能
を
本
社
か
ら
移
転

・
東
京
支
社
を
関
東
支
店
に
改
称

・
名
古
屋
営
業
所
を

   

中
部
営
業
部
に
改
称

・
郵
政
民
営
化
　
日
本
郵
政

   

グ
ル
ー
プ
の
誕
生

・
京
都
テ
ク
ノ
セ
ン
タ
ー

  

（
木
津
川
市
）
を
竣
工

・
新
ピ
ッ
キ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
を

   

導
入

・
Ｍ
ｓ
ｙ
ｓ
Ｎ
ｅ
ｔ
ク
ラ
ブ
を

   

Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ａ
（M

-S
ystem

 
   Integrator Technology 
   Association

）
に
名
称
変
更

・
「
特
殊
仕
様
の
無
料
化
・

   

標
準
化
」
を
開
始

・
カ
ス
タ
マ
セ
ン
タ
ー
を

   

本
社
に
移
転

・
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク

・
日
経
平
均
株
価
が
26
年
ぶ
り

   

に
７
０
０
０
円
割
れ

・
ア
メ
リ
カ
ド
ル
が
全
面
安
、

１
ド
ル
86
円
台

・
羽
田
空
港
新
国
際
線

　
タ
ー
ミ
ナ
ル
が
開
業

・
「
救
済
ワ
イ
ド
補
償

    

サ
ー
ビ
ス
」
を
開
始

・
東
日
本
大
震
災

・
消
費
税
率
８
％
率
に
引
上
げ

・
「
出
荷
時
設
定
無
料

　
サ
ー
ビ
ス
」
を
開
始

・
客
先
希
望
納
期
：
単
月
で

１
０
０
％
達
成

・
本
社
に
P
I
D
実
習
プ
ラ
ン
ト

　
「
プ
ラ
ン
ト
レ
ッ
ト
」
を
設
置

・
温
湿
度
・
振
動
複
合
環
境
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
を
導
入

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
開
始

・
グ
ル
ー
プ
会
社
株
式
会
社
Ｖ
Ｅ
Ｍ
Ｓ

　
を
三
重
県
伊
賀
市
に
設
立

・
京
都
商
品
セ
ン
タ
ー
に

Ｃ
Ｎ
Ｃ
三
次
元
測
定
機
を
導
入

・
ア
メ
リ
カ
大
統
領
に
ト
ラ
ン
プ
氏

　
が
就
任

・
英
、
国
民
投
票
で
Ｅ
Ｕ
離
脱

　
を
決
定

・
京
都
商
品
セ
ン
タ
ー

　
増
築
工
事
完
了

・
金
沢
市
に
金
沢
オ
フ
ィ
ス
を

　
開
設

・
実
労
働
時
間
短
縮
、
副
業
解
禁
、

　
独
立
支
援
制
度
を
導
入

・
米
朝
首
脳
、
史
上
初
の
会
談

・
働
き
方
改
革
関
連
法
が
成
立

・
新
元
号
「
令
和
」
が
発
表

・
消
費
税
率
10
％
率
に
引
上
げ

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で

　
緊
急
事
態
宣
言

・
菅
内
閣
が
発
足

・
ア
メ
リ
カ
大
統
領
に
バ
イ
デ
ン
氏

　
が
就
任

・
東
京
五
輪
開
幕

・
岸
田
内
閣
が
発
足

・
Ｍ
Ｇ
Ｋ
Ｏ
Ｒ
Ｅ
Ａ
、

　
中
国
広
州
オ
フ
ィ
ス
を
移
転

・
検
査
成
績
表
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

　
ペ
ー
ジ
を
公
開

・
国
内
営
業
本
部
発
行
メ
ー
ル

　
マ
ガ
ジ
ン
配
信
を
開
始

・
仏
大
統
領
に
マ
ク
ロ
ン
氏
就
任

・
韓
国
大
統
領
に
文
在
寅
氏
就
任

・
山
中
伸
弥
教
授
が
ノ
ー
ベ
ル

　
医
学
・
生
理
学
賞
を
受
賞

・
京
都
商
品
セ
ン
タ
ー

　
（
木
津
川
市
）
を
竣
工

・
全
国
的
猛
暑
・
高
知
県
四
万
十
市

で
史
上
最
高
の
４１･
０
度
を
観
測

・
中
国
国
家
主
席
に
習
近
平
氏

　
が
就
任

エム･システム技研の
動き

社会の動き

デジアラーム®

みにまる® 

M2Eシリーズ
2017

ヘッドマウント形
27･UNIT
2005

ヘッドマウント形
27･UNIT
2005

ヘッドマウント形
26･UNIT
1998

ヘッドマウント形
26･UNIT
1998

6B･UNIT
2004

端子台形
B5･UNIT
2002

B6･UNIT
2003

B3･UNIT
2003

デジタルパネルメータ
47シリーズ
2008小形バーグラフ

指示計 48SV2
2015

額縁デジタルパネルメータ
47NLシリーズ
2015

額縁デジタルパネルメータ
47NLシリーズ
2015

バーグラフ指示計
48Nシリーズ
2006

デジタルメータ
6･UNIT
2006

2線式デジタル
パネルメータ
43AL
2002

大形表示
40シリーズ
2011

有機EL表示付
M1Eデジアラーム®

シリーズ
2019

有機EL表示付
M1Eデジアラーム®

シリーズ
2019

ワイヤレス形
リモートGP
RGP6
2019

セキュア対応
ネットワーク変換器
SG6 2020

HDMI出力付タイプ
リモートGP
RGP30
2018

積層形表示灯
パトレイバー®

2012

くにまる ® シリーズ
2015

パトレイバー®ミニ
特定小電力無線表示灯
くにまる ® 2017

積層形表示灯
パトレイバー®ミニ
超小形 2015

積層形表示灯
パトレイバー®ミニ
2013

ロータリ形
ステップトップ ®

サーボトップ ® 2
PRP 2010

CC-Link対応
ステップトップ ®

ミニトップ ®

2007

R3シリーズ 2004
R5シリーズ
2001

デジアラーム®

M･UNIT
1999

薄形
M･RESTER ®

2006

Ethernet用
M･RESTER ®
2009

太陽光発電システム用
M･RESTER ®

2013

太陽光発電システム用
M･RESTER ®

2013

Ethernet用
スイッチングハブ
2007

DeviceNet対応
M･RESTER ®

2004

CC-Link用
M・RESTER ®

2013

CC-Link用
M・RESTER ®

2013
CC-Link IEフィールド 
ネットワーク用
M･RESTER ®

2015
屋外設置形
M･RESTER ®   2004

寿命モニタ機能付
M･RESTER ®

2001

タブレットレコーダ ®

TR30
2014

ウェイングインジケータ
W100
2021

288角サイズ
パネルマウント形記録計
タブレットレコーダ ®

TR75 2020 73VR2100 2006 73VR3100 200573VR1100 2007

71VR1
2009
71VR1
2009

カード形
温度調節計
R3-TC2  2011

カード形
温度調節計
R8-TC2  2015

AE･UNIT
2000

M7E･UNIT
2006

電力マルチメータ
54･UNIT
2007

電力マルチメータ
54･UNIT
2007

電力マルチメータ
54U2
2014

電力用
リモートI/O
2007

電力マルチメータ
53･UNIT
2006

LT･UNIT
1999

パワーみえ～る®

EDMC
2013

60･UNIT
1999

61･UNIT
2000

R1M
2000

R30シリーズ
2014

R10シリーズ
2021

R7シリーズ
2006

R5Hシリーズ
2006R9シリーズ

2010
R6シリーズ
2009

MSRPAC
2001

SCADALINX ®

2004
SCADALINXpro®

2007
MSRpro®

／MSReco®

2005

データマル ®

DL8
2013

D3シリーズ
2005

インテリジェント
コントローラ
BA3 2011

BACnet用
コントローラ
BA3-CB1
2008

VAV/FCUコントローラ
BA9 2012
VAV/FCUコントローラ
BA9 2012

パワーみえ～る®

EDMC  2013

パワーみえ～る®G
GDMC
2017

リモート制御・監視システム
BA8シリーズ
2019

Web機能付
デマンドコントローラ
BA9-EDMC
2014

Web機能付
デマンドコントローラ
BA9-EDMC
2014

シングルループコントローラ
SCシリーズ
2010

バーグラフ指示警報計
SD10 2011
バーグラフ指示警報計
SD10 2011

バッチ機能付
シングルループコントローラ
SC200B  2012

積算機能付
シングルループコントローラ
SC200E  2016

ワンループコントローラ
ABL  2021

40形直管LED
LS1200シリーズ
2013

16/20/30形直管LED
LS600シリーズ
2014

110形直管LED
LS2400シリーズ
2015

コンパクト管形LED
LC560シリーズ
2019

40形直管紫外LED
LS1200UVC
2021

ワンループコントローラ
ABH2
2008

パネル形
温度調節計
TC10 2013

ロータリ形
ステップトップ ®

サーボトップ ® 2
PRP-2 2018

ロータリ形
ステップトップ ®

サーボトップ ® 2
PRP-2 2018

Webロガー2
DL30
2016

高天井用LEDランプ
LF400シリーズ
2018

R8シリーズ
2011

R80シリーズ
2019

端子台形
タンシマル
M5･UNIT
2002

ワンステップキャル ®

設定形M3･UNIT
2003

M3S･UNIT
2003

超薄形
M6シリーズ
2007

みにまる®

W2シリーズ
1997

ピコマル®

シリーズ
1999

MX･UNIT
2001

液晶表示（バックライト）付
M･UNIT
2004

アイソレーションアンプ
20シリーズ
2010

有機EL表示付 みにまる®

M2Eシリーズ
2016

有機EL表示付 みにまる®

M2Eシリーズ
2016

有機EL表示付
M1Eシリーズ
2017

超小形
M80シリーズ
2019

端子台形
W5･UNIT
2003

ビルディング方式
超薄形
M60シリーズ
2019

ビルディング方式
超薄形
M60シリーズ
2019

PCスペック形
端子台形
タンシマル
M5XV
2021

PCスペック形
端子台形
タンシマル
M5XV
2021

DeviceNet対応
ステップトップ ®

ミニトップ ®

2001

DeviceNet対応
ステップトップ ®

ミニトップ ®

2001

ステップトップ ®

サーボトップ ® 2
2000

Webロガー
2003

D5シリーズ
2002

スーパーテレメータシリーズ
てれまる ®

1997

（＊）（＊）LED照明・紫外LEDは、株式会社MGMTの製品です。

50

エ
ム･

シ
ス
テ
ム
技
研

　年
の
あ
ゆ
み

信 号 変 換 器

2 線 式 信 号 変 換 器

電力用トランスデューサ

表 示 器

積 層 形 表 示 灯

警 報 設 定 器

リ モ ー ト I / O

温 調 計

チャートレス記録計

BA・省エネ監視システム用
コ ン ポ ー ネ ン ト

ソフトウェア（SCADA）

PID制御コンポーネント

テレメータ・Webロガー

操作部コンポーネント

避 雷 器 （ ア レ ス タ ）

LED照明・紫外LED   
（＊）（＊）
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期
西暦

・
消
費
税
率
５
％
に
引
上
げ

・
W
e
b
サ
イ
ト
を
開
設

・
Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０
０
１
品
質

   

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム

   

認
証
を
取
得

・
キ
ャ
ラ
バ
ン
カ
ー
に
よ
る

   

移
動
展
示
会
を
開
始

・
Ｍ
ｓ
ｙ
ｓ
Ｎ
ｅ
ｔ
ク
ラ
ブ
を

　
発
足

・
エ
ム
エ
ス
ツ
デ
ー
の

   

Ｅ
メ
ー
ル
配
信
を
開
始

・
日
刊
工
業
新
聞
の
「
創
業
烈

   

伝
」
に
会
長
が
紹
介
さ
れ
る

・
写
真
週
刊
誌
「
フ
ラ
イ
デ
ー
」

（
講
談
社
）
で
、『
世
界
一
大
き
な
、

　
日
本
の
小
さ
な
「
町
工
場
」
』

　
の
記
事
が
掲
載

・
２
年
間
に
わ
た
っ
て
実
施
し
た

   

大
阪
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科

   

知
能
・
機
能
創
成
工
学
演
習
に

   

対
し
感
謝
状
を
受
け
る

・
金
融
ビ
ッ
グ
バ
ン

・
長
野
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

・
欧
州
単
一
通
貨
ユ
ー
ロ
が
誕
生

・
Ｓ
Ｉ
単
位
系
に
完
全
移
行

・
ロ
シ
ア
大
統
領
に

   

プ
ー
チ
ン
氏
が
就
任

・
ア
メ
リ
カ
同
時
多
発
テ
ロ
事
件

・
中
央
省
庁
再
編
、

   

１
府
21
省
庁
↓
１
府
12
省
庁
に

・
九
州
営
業
所
、
神
奈
川
サ
テ

   

ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
を
開
設

・
中
部
営
業
部
を
中
部
支
店
に
昇
格

・
仙
台
営
業
所
を

　
仙
台
市
宮
城
野
区
に
開
設

・
欧
州
単
一
通
貨
「
ユ
ー
ロ
」

   

の
現
金
流
通
開
始

・
初
の
日
朝
首
脳
会
談
を
実
施

・
新
一
万
円
（
福
沢
諭
吉
）
、

   

五
千
円
（
樋
口
一
葉
）
、

   

千
円
（
野
口
英
世
）
札
紙
幣

   

発
行

・
個
人
情
報
保
護
法
全
面
施
行

・
中
国
国
家
主
席
に
胡
錦
濤
氏

　
が
就
任

・
日
銀
が
「
金
融
の
量
的
緩
和
」

　
政
策
を
終
結
（
５
年
ぶ
り
）
、

　
ゼ
ロ
金
利
解
除

・
Ｂ
Ａ
関
連
市
場
に
参
入

・
関
東
支
店
を
横
浜
市
中
区
に

   

移
転
、
神
奈
川
営
業
所
を
統
合

・
東
京
支
社
を
港
区
サ
ウ
ス

   

ポ
ー
ト
品
川
ビ
ル
に
移
転

・
W
e
b
サ
イ
ト
が
４
言
語

   

選
択
可
能
に

・
関
西
支
店
を
大
阪
市
西
区

（
肥
後
橋
）
に
開
設
、
主
要
営

   

業
機
能
を
本
社
か
ら
移
転

・
東
京
支
社
を
関
東
支
店
に
改
称

・
名
古
屋
営
業
所
を

   

中
部
営
業
部
に
改
称

・
郵
政
民
営
化
　
日
本
郵
政

   

グ
ル
ー
プ
の
誕
生

・
京
都
テ
ク
ノ
セ
ン
タ
ー

  

（
木
津
川
市
）
を
竣
工

・
新
ピ
ッ
キ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
を

   

導
入

・
Ｍ
ｓ
ｙ
ｓ
Ｎ
ｅ
ｔ
ク
ラ
ブ
を

   

Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ａ
（M

-S
ystem

 
   Integrator Technology 
   Association

）
に
名
称
変
更

・
「
特
殊
仕
様
の
無
料
化
・

   

標
準
化
」
を
開
始

・
カ
ス
タ
マ
セ
ン
タ
ー
を

   

本
社
に
移
転

・
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク

・
日
経
平
均
株
価
が
26
年
ぶ
り

   

に
７
０
０
０
円
割
れ

・
ア
メ
リ
カ
ド
ル
が
全
面
安
、

１
ド
ル
86
円
台

・
羽
田
空
港
新
国
際
線

　
タ
ー
ミ
ナ
ル
が
開
業

・
「
救
済
ワ
イ
ド
補
償

    

サ
ー
ビ
ス
」
を
開
始

・
東
日
本
大
震
災

・
消
費
税
率
８
％
率
に
引
上
げ

・
「
出
荷
時
設
定
無
料

　
サ
ー
ビ
ス
」
を
開
始

・
客
先
希
望
納
期
：
単
月
で

１
０
０
％
達
成

・
本
社
に
P
I
D
実
習
プ
ラ
ン
ト

　
「
プ
ラ
ン
ト
レ
ッ
ト
」
を
設
置

・
温
湿
度
・
振
動
複
合
環
境
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
を
導
入

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
開
始

・
グ
ル
ー
プ
会
社
株
式
会
社
Ｖ
Ｅ
Ｍ
Ｓ

　
を
三
重
県
伊
賀
市
に
設
立

・
京
都
商
品
セ
ン
タ
ー
に

Ｃ
Ｎ
Ｃ
三
次
元
測
定
機
を
導
入

・
ア
メ
リ
カ
大
統
領
に
ト
ラ
ン
プ
氏

　
が
就
任

・
英
、
国
民
投
票
で
Ｅ
Ｕ
離
脱

　
を
決
定

・
京
都
商
品
セ
ン
タ
ー

　
増
築
工
事
完
了

・
金
沢
市
に
金
沢
オ
フ
ィ
ス
を

　
開
設

・
実
労
働
時
間
短
縮
、
副
業
解
禁
、

　
独
立
支
援
制
度
を
導
入

・
米
朝
首
脳
、
史
上
初
の
会
談

・
働
き
方
改
革
関
連
法
が
成
立

・
新
元
号
「
令
和
」
が
発
表

・
消
費
税
率
10
％
率
に
引
上
げ

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で

　
緊
急
事
態
宣
言

・
菅
内
閣
が
発
足

・
ア
メ
リ
カ
大
統
領
に
バ
イ
デ
ン
氏

　
が
就
任

・
東
京
五
輪
開
幕

・
岸
田
内
閣
が
発
足

・
Ｍ
Ｇ
Ｋ
Ｏ
Ｒ
Ｅ
Ａ
、

　
中
国
広
州
オ
フ
ィ
ス
を
移
転

・
検
査
成
績
表
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

　
ペ
ー
ジ
を
公
開

・
国
内
営
業
本
部
発
行
メ
ー
ル

　
マ
ガ
ジ
ン
配
信
を
開
始

・
仏
大
統
領
に
マ
ク
ロ
ン
氏
就
任

・
韓
国
大
統
領
に
文
在
寅
氏
就
任

・
山
中
伸
弥
教
授
が
ノ
ー
ベ
ル

　
医
学
・
生
理
学
賞
を
受
賞

・
京
都
商
品
セ
ン
タ
ー

　
（
木
津
川
市
）
を
竣
工

・
全
国
的
猛
暑
・
高
知
県
四
万
十
市

で
史
上
最
高
の
４１･

０
度
を
観
測

・
中
国
国
家
主
席
に
習
近
平
氏

　
が
就
任

エム･システム技研の
動き

社会の動き

44454647

デジアラーム®

みにまる® 

M2Eシリーズ
2017

ヘッドマウント形
27･UNIT
2005

ヘッドマウント形
27･UNIT
2005

ヘッドマウント形
26･UNIT
1998

ヘッドマウント形
26･UNIT
1998

6B･UNIT
2004

端子台形
B5･UNIT
2002

B6･UNIT
2003

B3･UNIT
2003

デジタルパネルメータ
47シリーズ
2008小形バーグラフ

指示計 48SV2
2015

額縁デジタルパネルメータ
47NLシリーズ
2015

額縁デジタルパネルメータ
47NLシリーズ
2015

バーグラフ指示計
48Nシリーズ
2006

デジタルメータ
6･UNIT
2006

2線式デジタル
パネルメータ
43AL
2002

大形表示
40シリーズ
2011

有機EL表示付
M1Eデジアラーム®

シリーズ
2019

有機EL表示付
M1Eデジアラーム®

シリーズ
2019

ワイヤレス形
リモートGP
RGP6
2019

セキュア対応
ネットワーク変換器
SG6 2020

HDMI出力付タイプ
リモートGP
RGP30
2018

積層形表示灯
パトレイバー®

2012

くにまる ® シリーズ
2015

パトレイバー®ミニ
特定小電力無線表示灯
くにまる ® 2017

積層形表示灯
パトレイバー®ミニ
超小形 2015

積層形表示灯
パトレイバー®ミニ
2013

ロータリ形
ステップトップ ®

サーボトップ ® 2
PRP 2010

CC-Link対応
ステップトップ ®

ミニトップ ®

2007

R3シリーズ 2004
R5シリーズ
2001

デジアラーム®

M･UNIT
1999

薄形
M･RESTER ®

2006

Ethernet用
M･RESTER ®
2009

太陽光発電システム用
M･RESTER ®

2013

太陽光発電システム用
M･RESTER ®

2013

Ethernet用
スイッチングハブ
2007

DeviceNet対応
M･RESTER ®

2004

CC-Link用
M・RESTER ®

2013

CC-Link用
M・RESTER ®

2013
CC-Link IEフィールド 
ネットワーク用
M･RESTER ®

2015
屋外設置形
M･RESTER ®   2004

寿命モニタ機能付
M･RESTER ®

2001

タブレットレコーダ ®

TR30
2014

ウェイングインジケータ
W100
2021

288角サイズ
パネルマウント形記録計
タブレットレコーダ ®

TR75 2020 73VR2100 2006 73VR3100 200573VR1100 2007

71VR1
2009
71VR1
2009

カード形
温度調節計
R3-TC2  2011

カード形
温度調節計
R8-TC2  2015

AE･UNIT
2000

M7E･UNIT
2006

電力マルチメータ
54･UNIT
2007

電力マルチメータ
54･UNIT
2007

電力マルチメータ
54U2
2014

電力用
リモートI/O
2007

電力マルチメータ
53･UNIT
2006

LT･UNIT
1999

パワーみえ～る®

EDMC
2013

60･UNIT
1999

61･UNIT
2000

R1M
2000

R30シリーズ
2014

R10シリーズ
2021

R7シリーズ
2006

R5Hシリーズ
2006R9シリーズ

2010
R6シリーズ
2009

MSRPAC
2001

SCADALINX ®

2004
SCADALINXpro®

2007
MSRpro®

／MSReco®

2005

データマル ®

DL8
2013

D3シリーズ
2005

インテリジェント
コントローラ
BA3 2011

BACnet用
コントローラ
BA3-CB1
2008

VAV/FCUコントローラ
BA9 2012
VAV/FCUコントローラ
BA9 2012

パワーみえ～る®

EDMC  2013

パワーみえ～る®G
GDMC
2017

リモート制御・監視システム
BA8シリーズ
2019

Web機能付
デマンドコントローラ
BA9-EDMC
2014

Web機能付
デマンドコントローラ
BA9-EDMC
2014

シングルループコントローラ
SCシリーズ
2010

バーグラフ指示警報計
SD10 2011
バーグラフ指示警報計
SD10 2011

バッチ機能付
シングルループコントローラ
SC200B  2012

積算機能付
シングルループコントローラ
SC200E  2016

ワンループコントローラ
ABL  2021

40形直管LED
LS1200シリーズ
2013

16/20/30形直管LED
LS600シリーズ
2014

110形直管LED
LS2400シリーズ
2015

コンパクト管形LED
LC560シリーズ
2019

40形直管紫外LED
LS1200UVC
2021

ワンループコントローラ
ABH2
2008

パネル形
温度調節計
TC10 2013

ロータリ形
ステップトップ ®

サーボトップ ® 2
PRP-2 2018

ロータリ形
ステップトップ ®

サーボトップ ® 2
PRP-2 2018

Webロガー2
DL30
2016

高天井用LEDランプ
LF400シリーズ
2018

R8シリーズ
2011

R80シリーズ
2019

端子台形
タンシマル
M5･UNIT
2002

ワンステップキャル ®

設定形M3･UNIT
2003

M3S･UNIT
2003

超薄形
M6シリーズ
2007

みにまる®

W2シリーズ
1997

ピコマル®

シリーズ
1999

MX･UNIT
2001

液晶表示（バックライト）付
M･UNIT
2004

アイソレーションアンプ
20シリーズ
2010

有機EL表示付 みにまる®

M2Eシリーズ
2016

有機EL表示付 みにまる®

M2Eシリーズ
2016

有機EL表示付
M1Eシリーズ
2017

超小形
M80シリーズ
2019

端子台形
W5･UNIT
2003

ビルディング方式
超薄形
M60シリーズ
2019

ビルディング方式
超薄形
M60シリーズ
2019

PCスペック形
端子台形
タンシマル
M5XV
2021

PCスペック形
端子台形
タンシマル
M5XV
2021

DeviceNet対応
ステップトップ ®

ミニトップ ®

2001

DeviceNet対応
ステップトップ ®

ミニトップ ®

2001

ステップトップ ®

サーボトップ ® 2
2000

Webロガー
2003

D5シリーズ
2002

スーパーテレメータシリーズ
てれまる ®

1997

（＊）（＊）LED照明・紫外LEDは、株式会社MGMTの製品です。

50

エ
ム･

シ
ス
テ
ム
技
研

　年
の
あ
ゆ
み

信 号 変 換 器

2 線 式 信 号 変 換 器

電力用トランスデューサ

表 示 器

積 層 形 表 示 灯

警 報 設 定 器

リ モ ー ト I / O

温 調 計

チャートレス記録計

BA・省エネ監視システム用
コ ン ポ ー ネ ン ト

ソフトウェア（SCADA）

PID制御コンポーネント

テレメータ・Webロガー

操作部コンポーネント

避 雷 器 （ ア レ ス タ ）

LED照明・紫外LED   
（＊）（＊）
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真庭市は、平成17年3月31日に当時の真庭郡
勝山町、落合町、湯原町、久世町、美甘村、川
上村、八束村、中和村及び上房郡北房町の9
町村が合併して誕生しました。
岡山県北部で中国山地のほぼ中央に位置して
おり、北は鳥取県に接し、東西に約30km、南
北に約50kmの広がりを見せています。総面
積は約828キロ平方メートルで、岡山県の約
11.6%を占める県下で最も大きな自治体です。
気候は年間を通じて比較的穏やかで、台風や
地震などによる災害も総じて少ない地域です。
市の北部に広がる蒜山高原では酪農が盛ん
で、特に飼育頭数日本一を誇るジャージー牛
の乳製品は全国的に知られています。

また、市南部には泉質良好な湯原温泉、のれ
んの町並みで知られる勝山町並み保存地区が
あり、蒜山高原とともに観光エリアを形成して
います。中南部を中心に農林業が盛んで、と
りわけ良質なスギ・ヒノキを産出する林業は、
古くからこの地域の雇用を支えてきました。
現在でも多くの伐採事業者や木材加工会社、
市場などが操業していて、真庭市の象徴であ
る木質バイオマス産業の中心地になっていま
す。また、清流・旭川の恵みを受け、稲作や
果樹栽培などの農業も盛んです。

岡山県真庭市のご紹介

システム更新前 システム更新後

採用された製品のご紹介

現場設置形データロガー
Webロガー2

Web画面による遠隔監視機能、デー
タロギング機能、イベント通報機能
に加え帳票の作成機能などを備え
た現場設置形のデータロガーです。

形 式  DL30

HMI統合パッケージソフトウェア
SCADALINXpro®

プロフェッショナルシステムエンジニア
向けHMI開発ツールです。
①高品質な画面を作成できます。
②各社PLC 約70機種と接続できます。
③遠隔から監視、制御が行えます。
④Webブラウザでの運用、VBなどの
　開発言語に組込みができます。

形 式  SSPRO6

多チャネル組合せ自由形リモートI/O
R3シリーズ

対応ネットワークの種類や入出力
カードの種類など最も充実したリ
モートI/Oです。

光ファイバ網

メール通報

勝山地区26箇所 落合地区6箇所

本庁舎のサーバは
勝山地区、落合地区、
美甘地区、蒜山地区の
すべてのTL２Wの
データを収集

Modbus RS-485

メールサーバ

サーバ／クライアント

 : メディアコンバータ

真庭市50箇所の水道施設を集中監視！ 真庭市75箇所の水道施設を集中監視！

勝山振興局

・流量計　　・水位計
・ポンプ運転・故障信号など

Webロガー
TL2W

リモートI/O
R3シリーズ

Ethernet

Ethernet

MC

MC

MC MC

スイッチングハブ

落合振興局

MC

MC MC

スイッチングハブ

スイッチングハブ

美甘振興局

MC

MC MC

スイッチングハブ

SSPRO5

サーバ／クライアント

蒜山振興局 蒜山振興局

MC

MC MC

監視用
PCスイッチングハブ

SSPRO5

真庭市 光ネットワーク網（VPN）

真庭市役所本庁舎（真庭市役所建設部水道課）

SSPRO4
SSPRO4

サーバ
クライアント

美甘支局のサー
バは美甘地区
TL２Wのデータ
を収集

蒜山振興局のサ
ーバは蒜山地区
TL２Wのデータ
を収集

光ファイバ網

 : メディアコンバータ

勝山振興局

・流量計　　・水位計
・ポンプ運転・故障信号など

Webロガー2
DL30

リモートI/O
R3シリーズ

Ethernet

Ethernet

Ethernet

MC

MC

MC MC

スイッチングハブ

同
左

落合振興局

MC

MC MC

スイッチングハブ

スイッチングハブ

同
左

美甘振興局

MC

MC MC

同
左

スイッチングハブ

MC

MC MC

同
左

スイッチングハブ

監視用監視用監視用監視用PCPCPCプリンタ

SSPRO6

サーバ／クライアント

真庭市役所本庁舎（真庭市役所建設部水道課）

美甘地区14箇所 蒜山地区4箇所 勝山地区26箇所 落合地区20箇所

北房振興局

MC

MC MC

スイッチングハブ

同
左

北房地区8箇所美甘地区14箇所 蒜山地区7箇所

真庭市 光ネットワーク網（VPN）

同
左

同
左

同
左

同
左

スマート
フォン

インターネットインターネット
ISP

ISP

モバイル回線

メール通報

メールサーバ

インターネットインターネット
ISP

ISP

モバイル回線

サ
ー
バ
不
要
！

サ
ー
バ
不
要
！

サーバ不要！

タブレット

監視画面サーバを
1台に統一

蒜山高原

ゆばら　　　  くせ　　　　みかも

やつか

ひるぜん

今
回
は
、
岡
山
県
真
庭
市
役
所
建
設
部
水
道
課
を
久
し
振
り

に
再
度
訪
問
し
、
以
前
水
道
施
設
の
監
視
シ
ス
テ
ム
に
ご
導

入
い
た
だ
い
た
現
場
設
置
形
デ
ー
タ
ロ
ガ
ー
W
e
b
ロ

ガ
ー
（
形
式
：
T
L
2
W
）を
W
e
b
ロ
ガ
ー
2（
形
式
：

D
L
30
）
へ
更
新
す
る
工
事
の
内
容
に
つ
い
て
、
同
建
設
部

水
道
課
の
川
端
玲
司
様
、
山
谷
健
二
様
、
そ
し
て
本
シ
ス
テ

ム
の
設
計
・
構
築
を
担
当
さ
れ
た
ミ
ツ
ワ
電
設
（
株
）
の
両

金
道
也
様
か
ら
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

【
エ
ム
】
前
回
訪
問
（
エ
ム
エ
ス
ツ
デ
ー
2
0
1
2
年
7
月
号

掲
載
）さ
せ
て
い
た
だ
い
て
か
ら
、約
9
年
た
ち
ま
す
が
、今

回
、更
新
さ
れ
た
経
緯
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

﹇
川
端
様
﹈
監
視
ソ
フ
ト
S
C
A
D
A
L
I
N
X
p
r
o

H
M
I
パ
ッ
ケ
ー
ジ（
形
式
：
S
S
P
R
O
4
）
を
搭

載
し
て
い
る
パ
ソ
コ
ン
の
O
S
が
W
i
n
d
o
w
s
7

だ
っ
た
た
め
、更
新
計
画
が
あ
が
っ
た
当
時
の
最
新
O
S

W
i
n
d
o
w
s
10
の
パ
ソ
コ
ン
へ
更
新
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。ま
た
、各
現
場
に
設
置
し
遠
隔
監
視
端
末
と
し
て

使
用
し
て
い
た
W
e
b
ロ
ガ
ー
も
設
置
後
10
年
近
く
経
過

し
て
い
た
た
め
、
W
i
n
d
o
w
s
10
に
対
応
し
た
最
新
の

S
C
A
D
A
L
I
N
X
p
r
o
H
M
I
パ
ッ
ケ
ー
ジ（
形

式
：
S
S
P
R
O
6
）へ
の
移
行
な
ら
び
に
W
e
b
ロ
ガ
ー
に

つ
い
て
も
後
継
機
種
で
あ
る
W
e
b
ロ
ガ
ー
2
へ
の
更
新
を

3
カ
年
の
計
画
で
実
施
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

【
エ
ム
】
2
0
1
2
年
頃
の
W
e
b
ロ
ガ
ー
の
稼
働
台
数
は

勝
山
地
区
26
箇
所
、落
合
地
区
6
箇
所
、美み

か
も甘

地
区
14
箇
所
、

蒜ひ
る
ぜ
ん山

地
区
4
箇
所
の
計
50
箇
所
で
し
た
。
2
0
2
1
年
現
在

の
シ
ス
テ
ム
の
概
要
や
構
成
に
つ
い
て
お
教
え
く
だ
さ
い
。

岡
山
県
真
庭
市
水
道
施
設
の

S
C
A
D
A
L
I
N
X
p
r
o
®

と

W
e
b
ロ
ガ
ー
の
更
新

﹇
両
金
様
﹈現
在
は
、勝
山
地
区
26
箇
所
、落
合
地
区
20
箇

所
、美
甘
地
区
14
箇
所
、蒜
山
地
区
7
箇
所
、北
房
地
区

8
箇
所
と
、25
箇
所
増
え
て
全
75
箇
所
の
機
場（
浄
水
場

や
ポ
ン
プ
所
）に
W
e
b
ロ
ガ
ー
2
を
設
置
し
て
い
ま

す
。水
位
や
流
量
な
ど
の
数
値
信
号
や
設
備
の
運
転
・
故

障
信
号
を
W
e
b
ロ
ガ
ー
2
に
入
力
し
、イ
ベ
ン
ト
ロ
グ

の
保
存
や
帳
票
の
作
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、警
報
発

生
時
に
は
W
e
b
ロ
ガ
ー
2
か
ら
各
担
当
者
に
メ
ー
ル

通
報
を
行
い
ま
す
。

W
e
b
ロ
ガ
ー
の
と
き
か
ら
利
用
し
て
い
る
真
庭
市
の

光
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
網（
V
P
N
）を
今
回
も
使
用
し
て
、市

役
所
本
庁
舎
に
あ
る
S
S
P
R
O
6
サ
ー
バ
か
ら
各
機

場
の
W
e
b
ロ
ガ
ー
2
に
M
o
d
b
u
s
/
T
C
P
で

通
信
し
、監
視
と
デ
ー
タ
収
集
を
行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、

S
S
P
R
O
6
だ
け
で
な
く
、
W
e
b
ロ
ガ
ー
2
で
も
ロ

ギ
ン
グ
し
て
デ
ー
タ
を
保
存
す
る
こ
と
で
、通
信
に
不
具
合

が
発
生
し
て
、
S
S
P
R
O
6
が
デ
ー
タ
を
収
集
で
き
な

く
な
っ
て
も
デ
ー
タ
の
欠
損
が
生
じ
な
い
構
成
に
な
っ
て
い

ま
す
。な
お
、
W
e
b
ロ
ガ
ー
2
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ

ブ
レ
ッ
ト
で
ど
こ
か
ら
で
も
、状
況
を
監
視
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

従
来
W
e
b
ロ
ガ
ー
を
使
用
し
て
い
た
と
き
は
、パ
ソ
コ
ン

の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、本
庁
舎
に
サ
ー
バ
用
と
ク
ラ

イ
ア
ン
ト
用
と
し
て
パ
ソ
コ
ン
を
2
台
設
置
し
ま
し
た
。そ

の
後
の
増
設
に
伴
い
、美
甘
と
蒜
山
に
も
サ
ー
バ
用
パ
ソ
コ

ン
を
1
台
ず
つ
設
置
し
、合
計
3
台
の
サ
ー
バ
で
運
用
し

て
い
ま
し
た
が
、今
回
の
更
新
で
サ
ー
バ
は
本
庁
舎
の
１
台

に
統
一
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。つ
ま
り
、パ
ソ
コ
ン
の
負

担
が
軽
く
な
っ
た
た
め
、サ
ー
バ
の
パ
ソ
コ
ン
で
ク
ラ
イ
ア

ン
ト
ソ
フ
ト
も
動
か
せ
る
よ
う
に
変
更
で
き
ま
し
た
。そ
の

結
果
、
4
台
の
パ
ソ
コ
ン
を
本
庁
舎
の
1
台
だ
け
に
し
、パ

ソ
コ
ン
を
3
台
も
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

システム更新後は、スマホやタブ　  レットからでも監視ができるようになり、監視画面の使い勝手も良くなりました！
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真庭市は、平成17年3月31日に当時の真庭郡
勝山町、落合町、湯原町、久世町、美甘村、川
上村、八束村、中和村及び上房郡北房町の9
町村が合併して誕生しました。
岡山県北部で中国山地のほぼ中央に位置して
おり、北は鳥取県に接し、東西に約30km、南
北に約50kmの広がりを見せています。総面
積は約828キロ平方メートルで、岡山県の約
11.6%を占める県下で最も大きな自治体です。
気候は年間を通じて比較的穏やかで、台風や
地震などによる災害も総じて少ない地域です。
市の北部に広がる蒜山高原では酪農が盛ん
で、特に飼育頭数日本一を誇るジャージー牛
の乳製品は全国的に知られています。

また、市南部には泉質良好な湯原温泉、のれ
んの町並みで知られる勝山町並み保存地区が
あり、蒜山高原とともに観光エリアを形成して
います。中南部を中心に農林業が盛んで、と
りわけ良質なスギ・ヒノキを産出する林業は、
古くからこの地域の雇用を支えてきました。
現在でも多くの伐採事業者や木材加工会社、
市場などが操業していて、真庭市の象徴であ
る木質バイオマス産業の中心地になっていま
す。また、清流・旭川の恵みを受け、稲作や
果樹栽培などの農業も盛んです。

岡山県真庭市のご紹介

システム更新前 システム更新後

採用された製品のご紹介

現場設置形データロガー
Webロガー2

Web画面による遠隔監視機能、デー
タロギング機能、イベント通報機能
に加え帳票の作成機能などを備え
た現場設置形のデータロガーです。

形 式  DL30

HMI統合パッケージソフトウェア
SCADALINXpro®

プロフェッショナルシステムエンジニア
向けHMI開発ツールです。
①高品質な画面を作成できます。
②各社PLC 約70機種と接続できます。
③遠隔から監視、制御が行えます。
④Webブラウザでの運用、VBなどの
　開発言語に組込みができます。

形 式  SSPRO6

多チャネル組合せ自由形リモートI/O
R3シリーズ

対応ネットワークの種類や入出力
カードの種類など最も充実したリ
モートI/Oです。

光ファイバ網

勝山地区26箇所 落合地区6箇所

本庁舎のサーバは
勝山地区、落合地区、
美甘地区、蒜山地区の
すべてのTL２Wの
データを収集

Modbus RS-485

メールサーバ

サーバ／クライアント

 : メディアコンバータ

真庭市50箇所の水道施設を集中監視！ 真庭市75箇所の水道施設を集中監視！

勝山振興局

・流量計　　・水位計
・ポンプ運転・故障信号など

Webロガー
TL2W

リモートI/O
R3シリーズ

Ethernet

Ethernet

MC

MC

MC MC

スイッチングハブ

落合振興局

MC

MC MC

スイッチングハブ

スイッチングハブ

美甘振興局

MC

MC MC

監視用
PCスイッチングハブ

SSPRO5

サーバ／クライアント

蒜山振興局 蒜山振興局

MC

MC MC

スイッチングハブ

SSPRO5

真庭市 光ネットワーク網（VPN）

真庭市役所本庁舎（真庭市役所建設部水道課）

監視用PC
プリンタ

SSPRO4
SSPRO4

サーバ
クライアント

美甘支局のサー
バは美甘地区
TL２Wのデータ
を収集

蒜山振興局のサ
ーバは蒜山地区
TL２Wのデータ
を収集

光ファイバ網

 : メディアコンバータ

勝山振興局

・流量計　　・水位計
・ポンプ運転・故障信号など

Webロガー2
DL30

リモートI/O
R3シリーズ

Ethernet

Ethernet

Ethernet

MC

MC

MC MC

スイッチングハブ

同
左

落合振興局

MC

MC MC

スイッチングハブ

スイッチングハブ

同
左

美甘振興局

MC

MC MC

同
左

スイッチングハブ

MC

MC MC

同
左

スイッチングハブ

SSPRO6

サーバ／クライアント

真庭市役所本庁舎（真庭市役所建設部水道課）

美甘地区14箇所 蒜山地区4箇所 勝山地区26箇所 落合地区20箇所

北房振興局

MC

MC MC

スイッチングハブ

同
左

北房地区8箇所美甘地区14箇所 蒜山地区7箇所

真庭市 光ネットワーク網（VPN）

同
左

同
左

同
左

同
左

スマート
フォン

インターネットインターネット
ISP

ISP

モバイル回線

メールサーバ

インターネットインターネット
ISP

ISP

モバイル回線

サ
ー
バ
不
要
！

サ
ー
バ
不
要
！

サーバ不要！

タブレット
サーバを
1台に統一

蒜山高原

ゆばら　　　  くせ　　　　みかも

やつか

ひるぜん

ス
マ
ホ
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
か
ら
で
も

監
視
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

【
エ
ム
】今
回
、更
新
を
行
っ
て
感
想
は
い
か
が
で
す
か
？

﹇
両
金
様
﹈
今
ま
で
帳
票
デ
ー
タ
の
確
認
は
、
W
e
b
ロ

ガ
ー
が
作
成
し
た
帳
票
画
面
を
ブ
ラ
ウ
ザ
ソ
フ
ト
で
見
る

よ
う
に
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
回
は
通
信
方
式
が
変
わ
り

S
S
P
R
O
6
で
帳
票
を
作
成
す
る
こ
と
に
な
っ
た
た
め
、

S
S
P
R
O
6
で
帳
票
を
作
成
す
る
機
能
を
理
解
す
る
の

に
苦
労
し
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
の
ト
レ
ン
ド
グ
ラ
フ
や
ア
ラ
ー

ム
画
面
な
ど
は
、
S
S
P
R
O
6
の
画
面
ラ
イ
ブ
ラ
リ
に
サ

ン
プ
ル
が
あ
り
、
そ
れ
ら
を
流
用
し
ま
し
た
。
な
お
、
前
回
と

同
様
に
真
庭
市
の
光
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
網
と
メ
ー
ル
サ
ー
バ
を

利
用
で
き
た
た
め
、通
信
設
定
は
容
易
に
行
え
ま
し
た
。

W
e
b
ロ
ガ
ー
2
に
更
新
し
て
良
く
な
っ
た
点
は
、
W
e
b

ロ
ガ
ー
2
の
W
e
b
画
面
に
は
J
a
v
a
を
使
用
し
て
い

な
い
こ
と
で
す
。
以
前
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
ブ
ラ
ウ
ザ
ソ
フ

ト
で
は
J
a
v
a
が
動
作
し
な
か
っ
た
た
め
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
か
ら
W
e
b
ロ
ガ
ー
の
画
面
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。
W
e
b
ロ
ガ
ー
2
で
は
、最
新
の
W
e
b
技
術
を

採
用
し
て
い
る
た
め
、
パ
ソ
コ
ン
だ
け
で
な
く
最
新
の
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
か
ら
で
も
監
視
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
信
号
の
入
出
力
点
数
が
多
い
所
で
は
、

W
e
b
ロ
ガ
ー
の
I
/
O
と
し
て
リ
モ
ー
ト
I
/
O
の

R
3
シ
リ
ー
ズ
を
使
用
し
て
い
ま
し
た
。
W
e
b
ロ
ガ
ー
を

W
e
b
ロ
ガ
ー
2
に
更
新
し
て
も
、
R
3
シ
リ
ー
ズ
は
通

信
カ
ー
ド
を
交
換
す
る
だ
け
で
流
用
で
き
る
た
め
、経
済
的
な

更
新
が
で
き
ま
し
た
。

【
エ
ム
】本
更
新
シ
ス
テ
ム
を
使
用
さ
れ
て
の
感
想
を
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。

﹇
山
谷
様
﹈
S
S
P
R
O
4
の
と
き
は
、
帳
票
画
面
を
表
示

す
る
と
き
に
W
e
b
ロ
ガ
ー
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
帳

票
デ
ー
タ
が
多
く
な
る
と
表
示
す
る
ま
で
に
時
間
が
か
か

る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
W
e
b
ロ
ガ
ー
2
に
更
新
後
は
、

S
S
P
R
O
6
で
帳
票
を
作
成
し
て
い
る
た
め
表
示
が
早

く
な
り
快
適
で
す
。
な
お
、
ト
レ
ン
ド
グ
ラ
フ
は
10
秒
更
新

で
表
示
し
て
い
ま
す
が
、
遅
延
に
よ
る
ス
ト
レ
ス
が
な
く
な

り
ま
し
た
。

﹇
川
端
様
﹈
ミ
ツ
ワ
電
設
様
が
作
っ
て
く
だ
さ
っ
た
ト
レ
ン

ド
グ
ラ
フ
は
大
変
使
い
勝
手
が
良
く
、と
く
に
1
画
面
で
3

日
間
と
1
週
間
の
グ
ラ
フ
を
表
示
で
き
る
機
能
は
活
用
し

て
い
ま
す
。
週
初
め
の
月
曜
日
に
は
、
休
日
中
の
土
曜
日
と

日
曜
日
の
状
況
確
認
を
行
う
の
で
す
が
、
3
日
間
の
ト
レ

ン
ド
表
示
に
よ
っ
て
土
日
に
使
用
さ
れ
た
水
道
の
使
用
量

を
ひ
と
目
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
1
週
間
の

ト
レ
ン
ド
表
示
は
、
薬
品
の
注
入
量
な
ど
の
設
定
を
変
更
し

た
際
に
、
期
間
が
短
い
ト
レ
ン
ド
グ
ラ
フ
で
は
分
か
り
に
く

い
pH
な
ど
の
変
化
の
様
子
を
見
る
の
に
利
用
し
て
い
ま
す
。

【
エ
ム
】
本
日
は
お
忙
し
い
中
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
後
と
も
、エ
ム·

シ
ス
テ
ム
技
研
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

岡山県

広島県

島根県
鳥取県

広島県

島根県島根県

岡山県

鳥取県

岡山県

鳥取県

真庭市真庭市

岡山県真庭市役所
建設部水道課  
川端 玲司様

岡山県真庭市役所
建設部水道課  
山谷 健二様

ミツワ電設株式会社  
両金 道也様

岡山県真庭市役所建設部水道課

本システムについての照会先
ミツワ電設株式会社
〒701-2155
岡山県岡山市北区中原511-1
TEL：086-275-3004
FAX：086-275-5886

システム更新後は、スマホやタブ　  レットからでも監視ができるようになり、監視画面の使い勝手も良くなりました！
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シリーズ

41ｍｍ

9
7
m
m

25mm

実物大

3ポート絶縁
耐電圧2000V AC 1分間（直流電源）
耐電圧1500V AC 1分間（交流電源）

供給電源
交流電源：85～264V AC
直流電源：24V DC

機種により仕様が異なる場合があります。
詳しくは仕様書でご確認ください。

端子台形変換器

■“片手で握れる”ポケットサイズ の変換器です。
■便利で多機能な PCスペック形 が加わります。
■新たに34機種追加し､ 合計49 機種に増強します。

おなじみの「超小形端子台形変換器 M5･UNIT シリーズ」にペットネーム が付いて

として 再出発します、どうぞよろしくお願いします。

　
大
変
ご
好
評
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
超

小
形
端
子
台
形
変
換
器
Ｍ
５･

Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｔ
シ

リ
ー
ズ
の
名
称
を
端
子
台
形
変
換
器
タ
ン
シ

マ
ル
シ
リ
ー
ズ
に
改
め
、
再
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の
変
換
器
を
タ
ン
シ
マ
ル
で
揃
え
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
今
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と
も
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変
換
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タ
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お
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て

Ｍ
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Ｉ
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再
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発
し
ま
す
。

点検時などに供給電源の状態が一目で
わかるパイロットランプ付きです。

端子番号と接続ガイドが刻印され
た開閉式端子カバーは、配線ミス
とカバーの紛失を防ぎます。

■ センサ入力用変換器

M5YV
M5SN
M5XU
M5XV
M5VS
M5MV
M5VF
M5VF2
M5VSH
M5VV
M5TS
M5XTC
M5XTR
M5RS
M5MS
M5D
M5DY
M5DYH

M5DYH2

M5TG
M5AC

品　　名 形　　式
アイソレータ
電源なしアイソレータ
ユニバーサル入力変換器（PCスペック形）
直流入力変換器（PCスペック形）
直流入力変換器（アナログ形）
直流入力変換器（アナログ形、微少信号入力対応）
直流入力変換器（アナログ形、超高速）
直流入力変換器（アナログ形、超高速30μs応答）
直流入力変換器（高耐圧形）
分圧ユニット
カップル変換器
温度調節計変換器（PCスペック形）
ユニバーサル温度変換器（PCスペック形）
測温抵抗体変換器
ポテンショメータ変換器
ディストリビュータ
ディストリビュータ
ディストリビュータ（HART通信対応）
ディストリビュータ
（HART通信対応、出力端開放状態検出対応）
タコゼネ変換器
交流入力変換器

■ 特性変換器

M5XADS
M5XSBS
M5XMLS
M5XDIS
M5XREB
M5XRTS
M5XF
M5XFLS
M5XUDS
M5XCRS
M5XAMS
M5XPHS
M5XSES
M5XMST
M5XFC

品　　名 形　　式
加算器（PCスペック形）
減算器（PCスペック形）
乗算器（PCスペック形）
除算器（PCスペック形）
比率変換器（PCスペック形）
比率変換器（PCスペック形）
リニアライザ（PCスペック形）
開平演算器（PCスペック形）
リバース変換器（PCスペック形）
等速応答変換器（PCスペック形）
アナログメモリ（PCスペック形）
ピークホルダ（PCスペック形）
選択変換器（PCスペック形）
マニュアルセッタ（PCスペック形）
高速PIDコントローラ（PCスペック形）

■ パルス変換器

M5PP
M5YPD
M5PA
M5XPA
M5XRP
M5AP
M5PRU

品　　名 形　　式
パルスアイソレータ
パルスアイソレータ
パルスアナログ変換器
パルスアナログ変換器（PCスペック形）
ロータリエンコーダ速度変換器（PCスペック形）
アナログパルス変換器
パルスレート変換器

■ 警報設定器

M5AVS
M5SED

品　　名 形　　式
直流入力リミッタラーム
アラームセッタ

新製品

2022年9月発売予定

2022年9月発売予定

2022年9月発売予定

2022年6月発売予定

2022年6月発売予定

2022年6月発売予定

2022年6月発売予定

2022年6月発売予定

2022年6月発売予定

2022年6月発売予定

2022年9月発売予定

2022年9月発売予定

2022年9月発売予定

2022年9月発売予定

2022年9月発売予定

2022年9月発売予定

2022年9月発売予定

2022年9月発売予定

2022年9月発売予定

2022年9月発売予定

2022年9月発売予定

2022年9月発売予定

2022年9月発売予定

2022年9月発売予定

2022年9月発売予定

2022年9月発売予定

2022年9月発売予定

■ 電力用変換器

M5XWTU
M5PT
M5CT
M5CTC

品　　名 形　　式
電力マルチ変換器（PCスペック形）
PT変換器（実効値演算形）
CT変換器（実効値演算形）
CT変換器（クランプ式センサ入力形）

新製品

新製品

新製品

新製品

新製品

新製品

新製品

機種構成を3倍以上の49機種に拡充します!

多機能で便利なPCスペック形登場！

外形寸法図 共通仕様

供給電源

アナログ出力の場合

Modbus 通信の場合

入力
信号

出力
信号

Modbus

電源回路

入力
回路

出力
回路

供給電源

入力
信号

電源回路

入力
回路

通信
回路

8-M3.5端子ねじ

タンシマル

奥行きが 41mmと浅いため、現場の壁掛盤
やブレーカーボックスなど取付け場所を選
びません。

ブレーカー
端子カバーを
開いたタンシマル

上側に入力端子、下側に出力端子と電源端子
を配置し、並べて配置するとちょうど制御盤

の端子台のような形状になることから、変換器を内蔵した端子台という意味
でタンシマルと名付けることにしました。
の端子台のような形状になることから、変換器を内蔵した端子台という意味

「タンシマル」の由来

ＰＣスペック形とは

奥行きが 41mmと浅いため、現場の壁掛盤
やブレーカーボックスなど取付け場所を選
びません。

取付け場所を選びません

ＰＣスペック形変換器は、Windows パソコン上で
動作するコンフィギュレータソフトウェアを使って

入出力範囲などのパラメータを自由に変更できる変換器です。さらにループ
テスト出力など便利な機能を利用することもできます。

Ｍｏｄｂｕｓを選択できます　　。 演算機能が付いています。
タンシマルシリーズのＰＣスペック形
は、ご注文時に出力をＭｏｄｂｕｓ通
信か、アナログ出力かをご指定いただ
けます。

タンシマルシリーズのＰＣスペック
形は、コンフィギュレータソフト
ウェアを使って３種類の演算機能
を設定できます。

コンフィギュレータ
ソフトウェア

形　　式：M5CFG

PC
コンフィギュレータソフトウェア
を接続して使える便利な機能

M5CFGは、エム・システム技研Webサイトから無料でダウンロードできます。
機種により使える機能が変わります。詳しくはホットラインまでお問合せいただくか
取扱説明書でご確認ください

コンフィギュレータ接続ケーブル
形　　式：COP-US
基本価格：25,000円

ループテスト出力

トレンドグラフ表示

現在のパラメータと
比較できるコンペア機能

コンフィギュ
レータソフト
ウェア

端子カバーを開いた状態

変換器が端子台の中に入りました！

奥行きが 41mmと浅いため、現場の壁掛盤奥行きが 41mmと浅いため、現場の壁掛盤

ブレーカーと並べて設置できます！

入力端子

出力端子

電源端子

お約束納期達成率
99.99％

お約束納期を
守ります！

Modbus

アナログ出力

どちらかを選択

出力リミット

時定数フィルタ

リニアライザ
演算機能

ステレオ
ジャック

（＊1）

（＊1）

（＊1）

Modbus通信の発売時期についてはお問合せください。

Modbus通信の発売時期についてはお問合せください。

開発中製品のため仕様・形状が変更になる場合があります。ご注文・ご使用に際しては、必ず最新の仕様書でご確認ください。

タンシマル
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シリーズ

パイロットランプ

開閉式端子カバー

41ｍｍ

9
7
m
m

25mm

実物大

3ポート絶縁
耐電圧2000V AC 1分間（直流電源）
耐電圧1500V AC 1分間（交流電源）

供給電源
交流電源：85～264V AC
直流電源：24V DC

機種により仕様が異なる場合があります。
詳しくは仕様書でご確認ください。

端子台形変換器

■“片手で握れる”ポケットサイズ の変換器です。
■便利で多機能な PCスペック形 が加わります。
■新たに34機種追加し､ 合計49 機種に増強します。

おなじみの「超小形端子台形変換器 M5･UNIT シリーズ」にペットネーム が付いて

として 再出発します、どうぞよろしくお願いします。
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独
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機
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に
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機
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充
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類
の
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を
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で
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よ
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。
今
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と
も
端

子
台
形
変
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ぞ
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。

ペ
ッ
ト
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ム
が
つ
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Ｍ
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Ｎ
Ｉ
Ｔ
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再
出
発
し
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す
。

点検時などに供給電源の状態が一目で
わかるパイロットランプ付きです。

端子番号と接続ガイドが刻印され
た開閉式端子カバーは、配線ミス
とカバーの紛失を防ぎます。

■ センサ入力用変換器

M5YV
M5SN
M5XU
M5XV
M5VS
M5MV
M5VF
M5VF2
M5VSH
M5VV
M5TS
M5XTC
M5XTR
M5RS
M5MS
M5D
M5DY
M5DYH

M5DYH2

M5TG
M5AC

品　　名 形　　式
アイソレータ
電源なしアイソレータ
ユニバーサル入力変換器（PCスペック形）
直流入力変換器（PCスペック形）
直流入力変換器（アナログ形）
直流入力変換器（アナログ形、微少信号入力対応）
直流入力変換器（アナログ形、超高速）
直流入力変換器（アナログ形、超高速30μs応答）
直流入力変換器（高耐圧形）
分圧ユニット
カップル変換器
温度調節計変換器（PCスペック形）
ユニバーサル温度変換器（PCスペック形）
測温抵抗体変換器
ポテンショメータ変換器
ディストリビュータ
ディストリビュータ
ディストリビュータ（HART通信対応）
ディストリビュータ
（HART通信対応、出力端開放状態検出対応）
タコゼネ変換器
交流入力変換器

■ 特性変換器

M5XADS
M5XSBS
M5XMLS
M5XDIS
M5XREB
M5XRTS
M5XF
M5XFLS
M5XUDS
M5XCRS
M5XAMS
M5XPHS
M5XSES
M5XMST
M5XFC

品　　名 形　　式
加算器（PCスペック形）
減算器（PCスペック形）
乗算器（PCスペック形）
除算器（PCスペック形）
比率変換器（PCスペック形）
比率変換器（PCスペック形）
リニアライザ（PCスペック形）
開平演算器（PCスペック形）
リバース変換器（PCスペック形）
等速応答変換器（PCスペック形）
アナログメモリ（PCスペック形）
ピークホルダ（PCスペック形）
選択変換器（PCスペック形）
マニュアルセッタ（PCスペック形）
高速PIDコントローラ（PCスペック形）

■ パルス変換器

M5PP
M5YPD
M5PA
M5XPA
M5XRP
M5AP
M5PRU

品　　名 形　　式
パルスアイソレータ
パルスアイソレータ
パルスアナログ変換器
パルスアナログ変換器（PCスペック形）
ロータリエンコーダ速度変換器（PCスペック形）
アナログパルス変換器
パルスレート変換器

■ 警報設定器

M5AVS
M5SED

品　　名 形　　式
直流入力リミッタラーム
アラームセッタ

新製品

2022年9月発売予定

2022年9月発売予定

2022年9月発売予定

2022年6月発売予定

2022年6月発売予定

2022年6月発売予定

2022年6月発売予定

2022年6月発売予定

2022年6月発売予定

2022年6月発売予定

2022年9月発売予定

2022年9月発売予定

2022年9月発売予定

2022年9月発売予定

2022年9月発売予定

2022年9月発売予定

2022年9月発売予定

2022年9月発売予定

2022年9月発売予定

2022年9月発売予定

2022年9月発売予定

2022年9月発売予定

2022年9月発売予定

2022年9月発売予定

2022年9月発売予定

2022年9月発売予定

2022年9月発売予定

■ 電力用変換器

M5XWTU
M5PT
M5CT
M5CTC

品　　名 形　　式
電力マルチ変換器（PCスペック形）
PT変換器（実効値演算形）
CT変換器（実効値演算形）
CT変換器（クランプ式センサ入力形）

新製品

新製品

新製品

新製品

新製品

新製品

新製品

■ センサ入力用変換器
機種構成を3倍以上の49機種に拡充します!

多機能で便利なPCスペック形登場！

として

外形寸法図 共通仕様

供給電源

アナログ出力の場合

Modbus 通信の場合

入力
信号

出力
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Modbus

電源回路

入力
回路

出力
回路

供給電源

入力
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電源回路
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回路

通信
回路

タンシマル

奥行きが 41mmと浅いため、現場の壁掛盤
やブレーカーボックスなど取付け場所を選
びません。

ブレーカー
端子カバーを
開いたタンシマル

上側に入力端子、下側に出力端子と電源端子
を配置し、並べて配置するとちょうど制御盤

の端子台のような形状になることから、変換器を内蔵した端子台という意味
でタンシマルと名付けることにしました。

「タンシマル」の由来

ＰＣスペック形とは

取付け場所を選びません

ＰＣスペック形変換器は、Windows パソコン上で
動作するコンフィギュレータソフトウェアを使って

入出力範囲などのパラメータを自由に変更できる変換器です。さらにループ
テスト出力など便利な機能を利用することもできます。

Ｍｏｄｂｕｓを選択できます　　。 演算機能が付いています。
タンシマルシリーズのＰＣスペック形
は、ご注文時に出力をＭｏｄｂｕｓ通
信か、アナログ出力かをご指定いただ
けます。

タンシマルシリーズのＰＣスペック
形は、コンフィギュレータソフト
ウェアを使って３種類の演算機能
を設定できます。

コンフィギュレータ
ソフトウェア

形　　式：M5CFG

PC
コンフィギュレータソフトウェア
を接続して使える便利な機能

M5CFGは、エム・システム技研Webサイトから無料でダウンロードできます。
機種により使える機能が変わります。詳しくはホットラインまでお問合せいただくか
取扱説明書でご確認ください

コンフィギュレータ接続ケーブル
形　　式：COP-US
基本価格：25,000円

ループテスト出力

トレンドグラフ表示

現在のパラメータと
比較できるコンペア機能

コンフィギュ
レータソフト
ウェア

変換器が端子台の中に入りました！

ブレーカーと並べて設置できます！

入力端子

出力端子

電源端子

お約束納期達成率
99.99％

お約束納期を
守ります！

Modbus

アナログ出力

どちらかを選択

出力リミット

時定数フィルタ

リニアライザ
演算機能

ステレオ
ジャック

（＊1）

（＊1）

（＊1）

Modbus通信の発売時期についてはお問合せください。

Modbus通信の発売時期についてはお問合せください。

開発中製品のため仕様・形状が変更になる場合があります。ご注文・ご使用に際しては、必ず最新の仕様書でご確認ください。

タンシマル
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CLSE
クランプ式交流電流センサ

CLSE
クランプ式交流電流センサ

CLSEシリーズ
クランプ式交流電流センサ

負荷側 負荷側

RN
RST
RNT

■単相3線、三相3線の場合
Modbus-RTU Modbus-RTU

電力マルチ変換器
M5XWTU

電力マルチ変換器
M5XWTU

主な仕様

PCを接続すると便利な機能が使えます！設定と接続 超小形の電力マルチ変換器

アプリケーション

■単相2線の場合
接　続

パソコンと接続して行う設定項目と便利な機能

構　　　　造：小形端子台構造
接 続 方 式：M3.5 ねじ端子接続
　　　　　　　（締付トルク 0.8N･m）
端子ねじ材質：鉄にニッケルメッキ（標準）
　　　　　　　または、ステンレス
ハウジング材質：難燃性黒色樹脂
アイソレーション：電流入力・電圧入力ーModbus
電源表示ランプ：緑色 LED

■計測項目
・電　　　圧：Rー S、Sー T、Tー R
・電　　　流：R、S、T
・有 効 電 力
・無 効 電 力
・力　　　率
・周　波　数
・電　力　量：受電／送電
・無効電力量：受電／送電／遅れ／進み
・皮相電力量
・デマンド電力
・デマンド無効電力
・デマンド皮相電力
・デマンド電流：R、S、T

・高調波
  総 合 歪 率：含有率（2～ 31次）
  電　　　圧：Rー S、Sー T、Tー R
  電　　　流：R、S、T
・各最大値、最小値

周　波　数：50／ 60Hz 共用
　　　　　　（47～ 66Hz)
●電圧側
定格電圧： 240V AC 
入力範囲：80～260V AC（単相３線時の
　　　　　 相電圧範囲は80～ 130V）
PT使用時の一次側電圧設定可能範囲：
　　　　　　50～ 400 000V
●電流側
電流センサ（工場出荷時：CLSE－R5）
・CLSE－R5：0～ 5A AC
・CLSE－05：0～ 50A AC
・CLSE－10：0～ 100A AC
・CLSE－20：0～ 200A AC
・CLSE－40：0～ 400A AC
・CLSE－60：0～ 600A AC

通 信 方 式：半二重非同期式無手順
通 信 規 格：TIA ／ EIA-485-A 準拠
伝 送 距 離：500m以下
伝 送 速 度：2400、4800、9600、19200、　　
　　　　　　　　 38400bps
　　　　　　　　　（工場出荷時設定：38400bps）
制 御 手 順：Modbus-RTU
ノードアドレス設定：1～ 255
　　　　　　　(工場出荷時設定：1)
パリティ　　：なし、偶数、奇数
　　　　　　　(工場出荷時設定：奇数 )
ストップビット：1、2
　　　　　　　(工場出荷時設定：1)
ノード数　　：最大31台（マスタ除く )
伝送ケーブル：シールド付より対線
　　　　　　　(CPEV-S 0.9φ)
内蔵終端抵抗：110Ω

入 力 範 囲：定格の0～ 120%
カットアウト電流：
　　　　　0～ 99.9%（工場出荷時：1%)
一次側電流設定可能範囲：1～ 20 000A
（CLSE－R5使用時、コンフィギュレータ
ソフトウェアからのみ設定できます )

使用温度範囲：ー20～+65℃
使用湿度範囲：30～ 90%RH( 結露しないこと）
取　　　　付：DINレール取付
質　　　　量：約80g

入力精度（＊1）
・電　　　圧：±0.5%（＊2）
・電　　　流：±0.5%（＊2）
・電　　　力：±0.5%（＊2）
・力　　　率：±1.5%  
・周　波　数：±0.5Hz
・電　力　量：±2%（力率0.5 以上 入力 10%以上）
データ更新周期
・高調波と周波数：1s以下
・高調波と周波数以外：500ms以下
温 度 係 数：±0.0075%／℃
絶 縁 抵 抗：100MΩ以上／500V DC
耐　 電　 圧：電流入力・電圧入力ーModbus ー大地間

　　　2000V AC 1 分間
（＊1）センサの精度は含まれていません。センサと組合せた
　　 ときの精度はセンサの精度を加算します。
（＊2）定格入力に対しての許容差。単相3線時の中性線
　　　　電流、三相3線時の S線電流は、入力1%以上の精度

機器仕様

入力仕様
Mｏｄｂｕｓ仕様

設置仕様

性　　能（スパンに対する%で表示）

Modbus-RTU

Ethernet ／
RS-485変換器
GR8-EM

PC

Ethernet

Modbusを使って電力監視システムを1点から始められます！

ＰＣスペック形電力マルチ変換器（形式：M5XWTU）は、コンフィギュレータソフトウェアを使って入力
仕様や計測項目などを自由に設定・変更できます。さらに通信ループテスト出力や現在の各種計測値をPC
のモニタで表示できるなど便利な機能を利用することもできます。

Webロガー2
DL30

分電盤など既存設備への取付が容易なナイロンスプリング・ワンタッチ
クランプ形のセンサです。
5A､50A､100A､200A､400A､600Aに対応しています。

電力マルチ変換器
が新登場！

電力マルチ変換器
“片手で握れる”ポケットサイズのタンシマルシリーズに

形　　　　式 CLSE-R5 CLSE-05 CLSE-10 CLSE-20 CLSE-40 CLSE-60

価　　　　格 3,500円 3,500円 4,000円 6,400円 10,000円 12,000円

適用電線径 φ10以下 φ10以下 φ16以下 φ24以下 φ36以下 φ36以下

動作入力範囲 5A以下 50A以下 100A以下 200A以下 400A以下 600A以下

クランプ式交流電流センサ

・CE適合品　＋3,000円

25mm 41mm

9
7
m
m

コンフィギュレータ
ソフトウェア

形    式：PMCFG

PC

PMCFGは、エム・システム技研Webサイトから無料で
ダウンロードできます。

システム構成例

コンフィギュレータ接続ケーブル
形　　式：COP-US
基本価格：25,000円

通信ループテスト出力

各種測定値の表示

入力仕様や計測項目の設定
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既設装置
の

電力監視

既設盤内のスキマに動力線

電力マルチ変換器を
容易に後付けできます。

電力マルチ変換器
タンシマルシリーズ
端子台形変換器

形　　式:M5XWTU
基本価格:35,000円
　　　　 （Modbus通信）　

新製品

交流電流センサを既設の動力線に
手を加えることなく取付けられます！

クランプ部を開いて

動力線を囲んで閉じ
ます。

クランプ式
交流電流センサ

動力線

動力線

動力線

動力線

電力マルチ変換器を後付けできます。動力線を加工せずに
交流電流センサを後付けできます。

25ミリ

動力線動力線

後付けできるクランプ式
交流電流センサです。

超小形化の
決め手は
このCPU
です。

M5XWTU M5XWTU M5XWTU

端子台形変換器

開発中製品のため仕様・形状が変更になる場合があります。ご注文・ご使用に際しては、必ず最新の仕様書でご確認ください。

実物大

実物大

取付け場所を選ばない
小さな電力マルチ変換器です。

ステレオ
ジャック

オプション仕様により加算価格があります。詳しくは仕様書をご覧ください。
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CLSE
クランプ式交流電流センサ

CLSE
クランプ式交流電流センサ

CLSEシリーズ
クランプ式交流電流センサ

負荷側 負荷側

RN
RST
RNT

■単相3線、三相3線の場合
Modbus-RTU Modbus-RTU

電力マルチ変換器
M5XWTU

電力マルチ変換器
M5XWTU

主な仕様

PCを接続すると便利な機能が使えます！設定と接続 超小形の電力マルチ変換器

アプリケーション

■単相2線の場合
接　続

パソコンと接続して行う設定項目と便利な機能

構　　　　造：小形端子台構造
接 続 方 式：M3.5 ねじ端子接続
　　　　　　　（締付トルク 0.8N･m）
端子ねじ材質：鉄にニッケルメッキ（標準）
　　　　　　　または、ステンレス
ハウジング材質：難燃性黒色樹脂
アイソレーション：電流入力・電圧入力ーModbus
電源表示ランプ：緑色 LED

■計測項目
・電　　　圧：Rー S、Sー T、Tー R
・電　　　流：R、S、T
・有 効 電 力
・無 効 電 力
・力　　　率
・周　波　数
・電　力　量：受電／送電
・無効電力量：受電／送電／遅れ／進み
・皮相電力量
・デマンド電力
・デマンド無効電力
・デマンド皮相電力
・デマンド電流：R、S、T

・高調波
  総 合 歪 率：含有率（2～ 31次）
  電　　　圧：Rー S、Sー T、Tー R
  電　　　流：R、S、T
・各最大値、最小値

周　波　数：50／ 60Hz 共用
　　　　　　（47～ 66Hz)
●電圧側
定格電圧： 240V AC 
入力範囲：80～260V AC（単相３線時の
　　　　　 相電圧範囲は80～ 130V）
PT使用時の一次側電圧設定可能範囲：
　　　　　　50～ 400 000V
●電流側
電流センサ（工場出荷時：CLSE－R5）
・CLSE－R5：0～ 5A AC
・CLSE－05：0～ 50A AC
・CLSE－10：0～ 100A AC
・CLSE－20：0～ 200A AC
・CLSE－40：0～ 400A AC
・CLSE－60：0～ 600A AC

通 信 方 式：半二重非同期式無手順
通 信 規 格：TIA ／ EIA-485-A 準拠
伝 送 距 離：500m以下
伝 送 速 度：2400、4800、9600、19200、　　
　　　　　　　　 38400bps
　　　　　　　　　（工場出荷時設定：38400bps）
制 御 手 順：Modbus-RTU
ノードアドレス設定：1～ 255
　　　　　　　(工場出荷時設定：1)
パリティ　　：なし、偶数、奇数
　　　　　　　(工場出荷時設定：奇数 )
ストップビット：1、2
　　　　　　　(工場出荷時設定：1)
ノード数　　：最大31台（マスタ除く )
伝送ケーブル：シールド付より対線
　　　　　　　(CPEV-S 0.9φ)
内蔵終端抵抗：110Ω

入 力 範 囲：定格の0～ 120%
カットアウト電流：
　　　　　0～ 99.9%（工場出荷時：1%)
一次側電流設定可能範囲：1～ 20 000A
（CLSE－R5使用時、コンフィギュレータ
ソフトウェアからのみ設定できます )

使用温度範囲：ー20～+65℃
使用湿度範囲：30～ 90%RH( 結露しないこと）
取　　　　付：DINレール取付
質　　　　量：約80g

入力精度（＊1）
・電　　　圧：±0.5%（＊2）
・電　　　流：±0.5%（＊2）
・電　　　力：±0.5%（＊2）
・力　　　率：±1.5%  
・周　波　数：±0.5Hz
・電　力　量：±2%（力率0.5 以上 入力 10%以上）
データ更新周期
・高調波と周波数：1s以下
・高調波と周波数以外：500ms以下
温 度 係 数：±0.0075%／℃
絶 縁 抵 抗：100MΩ以上／500V DC
耐　 電　 圧：電流入力・電圧入力ーModbus ー大地間

　　　2000V AC 1 分間
（＊1）センサの精度は含まれていません。センサと組合せた
　　 ときの精度はセンサの精度を加算します。
（＊2）定格入力に対しての許容差。単相3線時の中性線
　　　　電流、三相3線時の S線電流は、入力1%以上の精度

機器仕様

入力仕様
Mｏｄｂｕｓ仕様

設置仕様

性　　能（スパンに対する%で表示）

Modbus-RTU

Ethernet ／
RS-485変換器
GR8-EM

PC

Ethernet

Modbusを使って電力監視システムを1点から始められます！

ＰＣスペック形電力マルチ変換器（形式：M5XWTU）は、コンフィギュレータソフトウェアを使って入力
仕様や計測項目などを自由に設定・変更できます。さらに通信ループテスト出力や現在の各種計測値をPC
のモニタで表示できるなど便利な機能を利用することもできます。

Webロガー2
DL30
Webロガー2
DL30

分電盤など既存設備への取付が容易なナイロンスプリング・ワンタッチ
クランプ形のセンサです。
5A､50A､100A､200A､400A､600Aに対応しています。

電力マルチ変換器
が新登場！

“片手で握れる”ポケットサイズのタンシマルシリーズに

形　　　　式 CLSE-R5 CLSE-05 CLSE-10 CLSE-20 CLSE-40 CLSE-60

価　　　　格 3,500円 3,500円 4,000円 6,400円 10,000円 12,000円

適用電線径 φ10以下 φ10以下 φ16以下 φ24以下 φ36以下 φ36以下

動作入力範囲 5A以下 50A以下 100A以下 200A以下 400A以下 600A以下

クランプ式交流電流センサ

・CE適合品　＋3,000円

25mm 41mm

9
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m

コンフィギュレータ
ソフトウェア

形    式：PMCFG

PC

PMCFGは、エム・システム技研Webサイトから無料で
ダウンロードできます。

システム構成例

コンフィギュレータ接続ケーブル
形　　式：COP-US
基本価格：25,000円

通信ループテスト出力

各種測定値の表示

入力仕様や計測項目の設定
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既設装置
の

電力監視

既設盤内のスキマに動力線

電力マルチ変換器を
容易に後付けできます。

電力マルチ変換器
タンシマルシリーズ
端子台形変換器

形　　式:M5XWTU
基本価格:35,000円
　　　　 （Modbus通信）　

新製品

交流電流センサを既設の動力線に
手を加えることなく取付けられます！

クランプ部を開いて

動力線を囲んで閉じ
ます。

クランプ式
交流電流センサ

動力線

動力線

動力線

動力線

電力マルチ変換器を後付けできます。動力線を加工せずに
交流電流センサを後付けできます。

25ミリ

後付けできるクランプ式
交流電流センサです。

超小形化の
決め手は
このCPU
です。

M5XWTU M5XWTU M5XWTU

開発中製品のため仕様・形状が変更になる場合があります。ご注文・ご使用に際しては、必ず最新の仕様書でご確認ください。

実物大

実物大

取付け場所を選ばない
小さな電力マルチ変換器です。

ステレオ
ジャック

オプション仕様により加算価格があります。詳しくは仕様書をご覧ください。
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金属材料工場の電力監視実例 01

装置の電力の見える化を
始めたいんだが、
PLCに取込んでいる
装置情報も合わせて
監視したいんだよなぁ。

既設のPLCを使って各生産ラインの使用電力値を取込み、自社製監視システム
を構築されました。各生産設備には電力量パルスを出力する機能が備わって
いたため、電力量パルスの取込みにリモートI/O（形式：R7M-PA8）を使用し、
オープンネットワークでPLCに接続しています。

解 説

脱炭素社会を目指して、地球温暖化の原因となる温室効果ガスの排出削減が焦点になっています。

エネルギー産業におけるCO2 排出量の低減は課題のひとつであり、電力需要家の省エネも重要視されています。

省エネには、まず「消費電力の見える化」が第一歩であり、施設内に点在する計測ポイントのデータを効率よく集めることが必要になります。

エム・システム技研では、お客様のニーズに合わせて、無線通信やWeb監視など多種多様な機器を取揃えています。

さらに、電力デマンド監視だけでなく、ハイレベルな EMS（Energy Management System）もできる各種パッケージソフトウェアもご提供しています。

本記事では、主な納入事例を４つ取上げてご紹介します。

自動車部品メーカーの電力監視

各生産ラインの
電力を監視したいんだけど、
既設のPLCを使って、

自社で電力監視システムを
構築できないかな？

リモートI/O（形式：R7M-PA8）と
ネットワーク変換器（形式：GR8-EM）を
組合せることによって、上位PLCで
データを取込めるようになったよ。

ゴルフ場給水設備の電力監視

ゴルフ場にある
給水設備の電力監視を
遠隔で行いたいんだけど
いい方法はないかなぁ？

電力マルチメータ（形式：54U2）と
データマル®（形式：DL8）を組合せて、遠隔監視

ができるようになったよ。スマホからでも
監視画面を確認できて重宝しているんだ。

バイオマス発電設備の遠隔監視

バイオマス発電所の遠隔監視用に納入された既設のWebロガー（形式：TL2W-ES）のリプレースとして、Webロガー 2
（形式：DL30）とリモートI/O R3シリーズが採用されました。脱炭素化に向けたバイオマス発電所設備増強による、監視点
数の増加と最新のインターネット環境にも対応しました。

解 説

発電設備の増強により、
既設遠隔監視システム

（形式：TL2W）への取込み点
数を増やしたいんだけど、

InternetExplorerのサポートが
終了予定なんだ。

この際、新しいシステムに
更新したいなぁ。

Webロガー2（形式：DL30）とリモート
I/O R3シリーズを使用して、
取込み点数を増やし、しかも

最新の環境で使用することができたよ。

基本価格：80,000円
形　　式：54U2

アナログ信号4点出力
アナログ信号6点出力
Modbus通信付
CC-Link通信付
BACnet通信付
三相4線式対応

データマル（形式：DL8）と電力マルチメータ（形式：54U2）の組合
せで、スプリンクラーなどへの給水設備の電力を遠隔監視できるよう
になりました。ブラウザさえあれば、データマルに標準装備された監
視画面をどこからでも見られます。

解 説

4点指示形 電力マルチメータ

基本価格：50,000円
形　　式：R7M-PA8

少チャネルコンパクト
一体形リモートI/O
積算パルス入力8点ユニット

解 説
Webロガー 2（形式：DL30）によって、電力マルチメータ（形式：54U2）で測定した電力諸量を収集します。また、
装置情報のデータをPLCから取得して、装置故障時などに担当者へメール通報します。日報を添付したメールを定期的
に送信することもできます。
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®

アナログ信号インタフェースの必需品

アイソレータの効果 

YouTube
ホームページで公開中！

この動画はこの動画は

https://www.m-system.co.jp
/video/index.html
https://www.m-system.co.jp
/video/index.html

面白い動画ができました面白い動画ができました

見てね！見てね！

信号の回り込み防止

ノイズの影響の除去

動画の見どころ  そのその1

動画の見どころ その 2

機器の保護

動画の見どころ その3

14min
商用電源を
重畳させた
信号ラインの
ノイズを除去する

実験を行います。

雷サージを

信号ラインに

印加して保護効果
を

検証する実験を

行います。

回り込みを
再現して

アイソレータの
効果を

実験します。

実験で検証します！

3. 機器の保護

2. ノイズの影響の除去

1. 信号の回り込み防止

3. 機器の保護
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－
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コモン
モード
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浮遊容量
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回路の入力インピーダンスは無限大とします
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２箇所で接地すると下流側計器の表示が
どうなるかを実験でご覧いただきます。

信号源と計器２の間に実際にアイソレータを
挿入して各計器の表示をご覧いただきます。

電流発生器
アイソレータ用
ソケット
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ソケット

オシロスコープ
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信号ラインのマイナス側と大地間に印加する
実験をご覧いただきます。

実験ではアイソレータがノイズを遮断する
様をオシロスコープでご覧いただきます。

アイソレータ用
ソケット

アイソレータを取付けて雷サージを
信号ラインのマイナス側と大地間に
印加する実験を行います。

アイソレータがなければどうなるかを
実験でご覧いただきます。

動画のご紹介
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2. ノイズの影響の除去

1. 信号の回り込み防止

3. 機器の保護

回路信号源

受信機器

配線抵抗

配線抵抗

Vc
コモン
モード
ノイズ

浮遊容量

Ec

En

En ≠ Ec

回路の入力インピーダンスは無限大とします

回路信号源

受信機器アイソレータ

配線抵抗

配線抵抗

Vc
コモン
モード
ノイズ

浮遊容量

Ec

En

En＝Ec

回路の入力インピーダンスは無限大とします

3. 機器の保護

2. ノイズの影響の除去

1. 信号の回り込み防止

3. 機器の保護

回路信号源

受信機器

インパルスノイズ

回路信号源

受信機器アイソレータ

インパルスノイズ

3. 機器の保護

2. ノイズの影響の除去

1. 信号の回り込み防止

3. 機器の保護

回路信号源

受信機器

インパルスノイズ

回路信号源

受信機器アイソレータ

インパルスノイズ

1.信号の回り込み防止
2.ノイズの影響の除去
3.機器の保護

２箇所で接地すると下流側計器の表示が
どうなるかを実験でご覧いただきます。

信号源と計器２の間に実際にアイソレータを
挿入して各計器の表示をご覧いただきます。

電流発生器
アイソレータ用
ソケット

アイソレータ用
ソケット

オシロスコープ

オシロスコープ雷サージ試験機

浮遊容量配線抵抗

表示器2

大 地

表示器1

表示器

電圧発生器

電圧発生器

コモンモードノイズとして商用電源を
信号ラインのマイナス側と大地間に印加する
実験をご覧いただきます。

実験ではアイソレータがノイズを遮断する
様をオシロスコープでご覧いただきます。

アイソレータ用
ソケット

アイソレータを取付けて雷サージを
信号ラインのマイナス側と大地間に
印加する実験を行います。

アイソレータがなければどうなるかを
実験でご覧いただきます。

動画のご紹介
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エム・システム技研のBABABABA ビルディングオートメーション よもやま話

（
空
調
、電
気
、衛
生
、防
災
、防
犯
）を
独
自
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
を
介

し
て
ホ
ス
ト
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
統
合
す
る
シ
ス
テ
ム
構
成
で
し

た
。
当
時
の
主
な
ホ
ス
ト
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
機
能
は
N
E
C
、富

士
通
、
東
芝
、
I
B
M
な
ど
大
手
電
機
メ
ー
カ
ー
に
よ
り
提
供
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
1
9
9
0
年
代
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
が
進
み
、

ビ
ル
シ
ス
テ
ム
も
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
ビ
ル
と
い
わ
れ
る
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
接
続
さ
れ
た
ビ
ル
シ
ス
テ
ム
へ
と
進
化
し
ま
し
た
が
、な
か

で
も
1
9
9
0
年
代
後
半
か
ら
進
展
し
は
じ
め
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
ビ
ル
シ
ス
テ
ム
へ
の
影
響
は
大
き
く
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
爆

発
的
進
展
に
伴
っ
て
ビ
ル
シ
ス
テ
ム
の
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
も
劇
的

な
変
化
を
遂
げ
ま
し
た
。
2
0
2
0
年
代
で
は
地
球
温
暖
化
問
題

解
決
と
S
D
G
ｓ
実
現
の
た
め
の
新
し
い
技
術
と
し
て
I
ｏ
T
や

ク
ラ
ウ
ド
お
よ
び
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
A
I
と
統
合
さ
れ
た
ス
マ
ー
ト

ビ
ル
が
、ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
実
現
へ
重
要
な
要
素
と
し
て
進
化
し
て

い
ま
す
。

世
界
の
ビ
ル
シ
ス
テ
ム
メ
ー
カ
ー
、デ
バ
イ
ス

供
給
メ
ー
カ
ー
、イ
ン
テ
グ
レ
ー
タ

1
9
8
0
年
代
頃
の
世
界
の
B
A
シ
ス
テ
ム
メ
ー
カ
ー
（
ハ

ネ
ウ
エ
ル
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
、
シ
ー
メ
ン
ス
、
シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー
な
ど
）

は
、
シ
ス
テ
ム
製
品
と
サ
ー
ビ
ス
お
よ
び
保
守
を
全
部
提
供
す

る
ビ
ジ
ネ
ス
ス
タ
イ
ル
で
あ
り
、
オ
ー
プ
ン
シ
ス
テ
ム
に
は
消

極
的
で
し
た
。
し
か
し
1
9
9
0
年
頃
か
ら
は
じ
ま
っ
た
オ
ー

プ
ン
化
の
流
れ
は
次
第
に
加
速
し
、
デ
バ
イ
ス
の
み
を
供
給
す

る
メ
ー
カ
ー
や
、
S
C
A
D
A（
中
央
監
視
用
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
）の

専
業
メ
ー
カ
ー
な
ど
が
台
頭
し
て
き
て
、
1
社
で
な
ん
で
も
供

給
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
か
ら
、
オ
ー
プ
ン
接
続
可
能
な
機
器

を
使
っ
て
、
イ
ン
テ
グ
レ
ー
タ
が
ビ
ル
シ
ス
テ
ム
を
自
由
に
構

築
で
き
る
環
境
が
急
成
長
し
て
き
ま
し
た
。
一
方
、
I
O
あ
る
い

は
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
だ
け
を
供
給
す
る
専
門
メ
ー
カ
ー
が
機
器
の

み
を
提
供
し
、
メ
ー
カ
ー
の
異
な
る
機
器
や
、
世
代
の
異
な
る
機

器
を
含
め
て
オ
ー
プ
ン
接
続
可
能
な
S
C
A
D
A
ソ
フ
ト
が
登

場
し
て
き
ま
し
た
。
例
と
し
て
、
カ
ナ
ダ
の
D
I
S
T
E
C
H

C
o
n
t
r
o
l
s
は
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
や
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
な
ど

の
機
器
を
提
供
し
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
E
a
s
y
I
O
は
I
O

専
用
デ
バ
イ
ス
の
提
供
な
ど
オ
ー
プ
ン
シ
ス
テ
ム
に
必
要
な

機
器
を
供
給
し
て
い
ま
す
。
ま
た
彼
ら
は
自
社
用
と
し
て
で

は
な
く
、
メ
ジ
ャ
ー
プ
レ
ー
ヤ
―
の
ハ
ネ
ウ
エ
ル
、
ジ
ョ
ン
ソ

ン
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
ズ
や
シ
ー
メ
ン
ス
ビ
ル
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
な

ど
に
も
O
E
M
供
給
を
し
て
い
ま
す
。
日
本
で
は
オ
ー
プ
ン

ビ
ル
シ
ス
テ
ム
機
器
（
L
o
n
W
o
r
k
s
、
B
A
C
n
e
t
、

M
o
d
b
u
s
な
ど
）
を
供
給
し
て
い
る
メ
ー
カ
ー
の
一
つ
と

し
て
「
廃
形
し
な
い
」
こ
と
を
特
長
と
し
て
い
る
エ
ム
･
シ
ス

テ
ム
技
研
が
あ
り
ま
す
。
海
外
で
は
ビ
ル
オ
ー
プ
ン
機
器
を

提
供
す
る
S
C
A
D
A
は
従
来
い
ろ
い
ろ
な
製
品
が
あ
り
ま

は
じ
め
に

第
1
回
で
は
「
B
A
い
ろ
い
ろ
」
と
い
う
視
点
で
シ
ス
テ
ム
構

成
が
P
A
（
プ
ロ
セ
ス
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
）
や
F
A
（
フ
ァ
ク

ト
リ
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
）に
似
て
い
る
も
の
の
、
機
能
や
シ
ス

テ
ム
応
答
性
、
運
用
形
態
が
か
な
り
異
な
る
こ
と
、
ま
た
日
本
で

は
海
外
の
B
A
シ
ス
テ
ム
と
比
較
し
て
、
独
自
の
発
展
を
し
て

き
た
た
め
に
、
世
界
の
オ
ー
プ
ン
化
の
動
向
か
ら
か
な
り
離
れ

て
し
ま
っ
た
こ
と
な
ど
を
紹
介
し
ま
し
た
。
な
か
で
も
世
界
標

準
の
通
信
プ
ロ
ト
コ
ル
に
よ
り
、
B
A
の
相
互
接
続
を
実
現
し

て
き
た
世
界
の
B
A
シ
ス
テ
ム
の
流
れ
に
対
し
、
日
本
で
は
自

社
の
製
品
群
と
自
社
通
信
プ
ロ
ト
コ
ル
で
す
べ
て
を
カ
バ
ー
す

る
独
自
B
A
シ
ス
テ
ム
を
長
く
維
持
し
て
き
た
た
め
、
世
界
の

B
A
オ
ー
プ
ン
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
の
流
れ
に
大
き
く
遅
れ
る
こ

と
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
図
１
は
世
界
の
B
A
と
日
本
の

B
A
の
市
場
占
有
率
を
示
し
て
い
ま
す
が
、
競
争
原
理
が
働
き

に
く
い
状
況
が
よ
く
分
か
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
自
前
の
B
A
シ
ス
テ
ム
は
維
持
と
機
能
ア
ッ

プ
の
継
続
が
容
易
で
は
な
く
、
B
A
専
業
メ
ー
カ
ー
を
除
く
と
、

現
在
は
ゼ
ネ
コ
ン
の
清
水
建
設
B
E
C
S
S
/
E
S
M
A
R
T

や
、
サ
ブ
コ
ン
の
新
菱
冷
熱
s
c

-

b
r
a
i
n
な
ど
数
社
の

B
A
シ
ス
テ
ム
が
、
総
合
B
A
シ
ス
テ
ム
と
し
て
提
供
さ
れ
て

い
ま
す
。

日
本
に
お
け
る
B
A
オ
ー
プ
ン
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
の
普
及

活
動
は
2
0
0
0
年
頃
か
ら
L
o
n
W
o
r
k
s
の
普
及
推
進

や
、
電
気
設
備
学
会
に
お
け
る
B
A
C
n
e
t
の
普
及
推
進
な

ど
、オ
ー
プ
ン
化
普
及
の
努
力
は
継
続
的
に
行
わ
れ
て
き
ま
し
た

が
、
主
要
な
B
A
メ
ー
カ
ー
が
積
極
的
に
オ
ー
プ
ン
シ
ス
テ
ム

へ
切
替
え
は
じ
め
た
の
は
比
較
的
近
年
の
動
き
で
あ
り
、
世
界

か
ら
見
れ
ば
10
年
以
上
遅
れ
て
し
ま
っ
た
の
が
現
在
の
状
況
と

な
っ
て
い
ま
す
。
世
界
標
準
の
プ
ロ
ト
コ
ル
は
B
A
C
n
e
t
、

L
o
n
W
o
r
k
s
、K
N
X
、M
o
d
b
u
s
、H
D-

P
L
C

な
ど
が
あ
り
、そ
の
変
遷
を
図
2
に
示
し
て
い
ま
す
。

海
外
の
B
A
シ
ス
テ
ム
も
歴
史
的
経
緯
は
同
じ
！

世
界
の
B
A
シ
ス
テ
ム
の
メ
ジ
ャ
ー
プ
レ
ー
ヤ
ー
は
ハ
ネ
ウ

エ
ル
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
、
シ
ー
メ
ン
ス
、
シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー
な
ど
で
あ

り
、1
9
8
0
年
代
頃
で
は
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
シ
ス
テ
ム
と
プ
ロ

ト
コ
ル
に
よ
り
通
信
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
当
時
は
メ
ー
カ
ー

の
違
う
B
A
シ
ス
テ
ム
の
相
互
接
続
は
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
ゲ
ー

ト
ウ
ェ
イ
を
介
し
て
実
現
し
て
い
ま
し
た
が
、そ
の
エ
ン
ジ
ニ
ア

リ
ン
グ
の
困
難
さ
と
コ
ス
ト
高
は
海
外
で
も
同
じ
で
し
た
。

日
本
で
は
A
z
b
i
l
（
旧
山
武
）
が
米
国
ハ
ネ
ウ
エ
ル
の
デ

ジ
タ
ル
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
た
の
が
最
初
で
あ
り
、
そ
の
後
日

本
の
状
況
に
合
わ
せ
て
独
自
の
機
能
を
付
加
し
進
化
し
て
い
き

ま
し
た
。
大
規
模
ビ
ル
シ
ス
テ
ム
の
シ
ス
テ
ム
構
成
で
は
、
上

位
に
ホ
ス
ト
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
置
い
て
複
数
の
サ
ブ
シ
ス
テ
ム

し
た
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
時
代
の
最
先
端
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
技

術
を
駆
使
し
、
ビ
ル
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
ノ
ウ
ハ
ウ
を
熟
知

し
て
い
る
T
r
i
d
i
u
m
の
S
C
A
D
A
ソ
フ
ト
で
あ
る

N
i
a
g
a
r
a
４
の
ワ
ー
ク
ベ
ン
チ
は
、
そ
の
後
各
社
の
オ
ー

プ
ン
接
続
の
デ
バ
イ
ス
を
統
合
す
る
ツ
ー
ル
の
デ
フ
ァ
ク
ト
ス

タ
ン
ダ
ー
ド
と
な
っ
て
い
ま
す
。
一
方
欧
州
で
は
、
オ
ー
ス
ト
リ

ア
の
L
o
y
t
e
c
（
現
在
は
デ
ル
タ
電
子
）
の
ビ
ル
シ
ス
テ
ム

が
、国
際
標
準
プ
ロ
ト
コ
ル
を
取
入
れ
た
オ
ー
プ
ン
性
の
高
い
相

互
接
続
可
能
な
ビ
ル
シ
ス
テ
ム
と
な
っ
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
も

国
際
標
準
プ
ロ
ト
コ
ル
に
準
拠
す
る
こ
と
に
よ
り
、
標
準
に
準

拠
し
て
い
る
す
べ
て
の
機
器
に
接
続
可
能
な
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
や

ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
が
利
用
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。

日
本
の
ビ
ル
シ
ス
テ
ム
の
オ
ー
プ
ン
化
と

ス
マ
ー
ト
ビ
ル
化
の
流
れ

日
本
の
ビ
ル
シ
ス
テ
ム
は
、
従
来
の
ビ
ル
シ
ス
テ
ム
の
範
囲
を
超

え
て
地
球
温
暖
化
対
応
や
S
D
G
ｓ
、
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
へ
の
対

応
が
要
請
さ
れ
て
お
り
、
ま
す
ま
す
そ
の
重
要
性
が
認
識
さ
れ
て

き
て
い
ま
す
。

１
．
相
互
乗
り
入
れ
と
統
合
化
を
可
能
に
す
る
国
際
標
準
に
準
拠

し
た
オ
ー
プ
ン
ビ
ル
シ
ス
テ
ム

２
．
地
球
温
暖
化
対
応
、
S
D
G
ｓ
対
応
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
統
合
の

ツ
ー
ル
対
応
な
ど

３
．
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
実
現
の
要
素
と
し
て
ス
マ
ー
ト
ビ
ル
の
役

割
の
実
現
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図3　世界のBAオープンシステム製品例
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世界のBAと日本のBAの違い第2 回
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図１ 世界のBAと日本のBAの違い
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計 装 豆 知
識

素朴な疑問も、今さら人に聞けないことも、知って役立つ計装の豆知識素朴な疑問も、今さら人に聞けないことも、知って役立つ計装の豆知識

【（株）エム･システム技研　BA事業部】

空気線図 その 3
BA（ビルディングオートメーション）の空調自動制御

はじめに
前回は、暖房時に空気の状態が空気線図上をどのように変化するかを考えて
みました。今回は、冷房時に空気の状態が空気線図上をどのように変化するか
を考えてみましょう。
その前に、空気線図のおさらいをしておきます。図１が人を対象とする空気
調和で一般的に使われている、温度範囲が－10～ 50[℃ ]の空気線図です
（NC線図（＊1））。横軸が乾球温度、縦軸が絶対湿度を表しています。左下から
右上に伸びるカーブは相対湿度です。また、左下から右上に伸びる直線は、空気
1[kg]あたりの熱量を表す比エンタルピーの目盛です。

空調システム
今回も、前回と同じ図２の空調システムで、冷房時のそれぞれの場所での空気
の状態を空気線図上で追ってみましょう。なお、この空調機の換気のための外
気取り入れ量は、前
回と同じく送風量全
体の30％とします。
また、夏期冷房時
には、冬期暖房時と
は異なり、一般に蒸
気噴霧による加湿は
必要ありません。

冷房時の空気の状態変化
まず冷房時のシミュレーションとして、外気と室内および空調機の出口温度
の条件を設定します。
今回は真夏の日中を想定して、次のように設定しました。
　・外気　　　　33[℃ ]　70[％ RH]
　・室内　　　　26[℃ ]　60[％ RH]
　・空調機出口　15[℃ ]　
図３が冷房時の空気の変化を空気線図上に表したものです。表１は各点の空
気の状態を表しています。
図３のA点は還気（室内空気）の26[℃ ]、60[％ RH]の点です。B点は外
気の33[℃ ]、70[％ RH]の点です。A点とB点を結ぶ直線を還気風量と外
気風量の比率（7:3）で分割したC点が、還気と外気の混合空気になります。空
気線図からC点は、温度が28.1[℃ ]、湿度が64[％ RH]であることが読み取
れます。ここから混合空気を冷水コイルで冷却すると、冷水コイル出口の空気
は15[℃ ]、95[％ RH]のD点（＊2）に移動します。空調機のファンによる空
気の熱損失がないと仮定すると、ダクトを通して室内に送風された15[℃ ]、
95[％ RH]の空気が、室内の冷房負荷と熱平衡状態になった時に、室内が希望
する26[℃ ]60[％ RH]になります。
冷房時には室内を循環する空気と取り入れた外気は、空気線図上をこのよう
なサイクルで移動し室内を快適空間に保ちます。　　　　　　

熱量計算
冷温水コイルが冷房時に空気から取り去る熱量は次式で求めることができます。
冷水コイルの熱容量 ＝ 0.278・G・ρ・（h3ー h1）　[Ｗ]（＊3）
ただし
Ｇ：送風量[㎥/ｈ]
ρ：空気密度（通常は、１気圧、20[℃ ]、65[％ RH]での空気密度である
　　1.205[kg/㎥]の値を使用します）
h1：冷水コイル出口空気（D点）の比エンタルピー
　　 （図３の例では40.7[kJ/kg]になります）
h2：冷水コイル出口空気の顕熱と潜熱の分岐点の比エンタルピー
h3：冷水コイル入口空気（C点）の比エンタルピー
　　 （図３の例では67.4[kJ/kg]になります）

冷房時の冷温水コイルは、通過する空気から顕熱量を取り去る仕事と、潜熱量を
凝縮水として取り去る仕事を行います。したがって、冷房時に冷温水コイルが通
過する空気から取り去る熱量は、次式で表される顕熱量と潜熱量の和になります。
　顕熱量 ＝ 0.278・G・ρ・（h2ー h1）　[W]
　潜熱量 ＝ 0.278・G・ρ・（h3ー h2）　[W]
温度や絶対湿度、比エンタルピーなど空気の諸要素は計算で導き出すことも
できますが、計算式が複雑であるため空気線図から求めるほうが効率的です。
最近では自動計算してくれるソフトも販売されているようです。しかし空調エ
ンジニアとしては、空気の諸要素の値を求めるだけでなく、それらが空気線図上
をどのように変化して行くかを理解することも必要です。

（＊1）空気線図はインターネットで検索すれば入手できます。
（＊2）室内からの還気と外気の混合空気を冷却コイルで冷却すると、その空気はC点からD点に移動しますが、

実際には図４の点線のように直線的に移動するのではなく、実線のように変化してC点からD点に到達
します。このように、C点の空気は冷却されて左に移動しますが、湿度100[％ RH]の露点温度に達す
る前（湿度95[％ RH]前後）にD点へ下降して行きます。これは図５に示すように、冷却コイルを通過
する空気がすべて冷却コイルに接して冷却されるのではなく、一部の空気は冷却されずにそのまま通過
するため、冷却コイル出口の空気は露点温度に達せず、湿度100[％ RH]にならないからです。この冷
却されない空気の量の割合をコイルのバイパスファクターと言い、通常５％程度の値になります。

（＊3）係数0.278：空気の熱量は、送風量[㎥/h]と空気密度[kg/㎥]とエンタルピー[kJ/kg]の積で求め
られます。また、熱量の単位の[W]は[W]=[J/s]ですから、空気の熱量単位を[W]に変換するため、
1000[g]/3600[s]=0.278を乗算しています。
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図3　冷房時の空気の変化を表した空気線図

図4　冷却された空気の状態変化 図5　バイパスファクター
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表1　各点の空気の状態

図1　空気線図（NC線図）
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本誌は環境にやさしい
植物油インキを使用しています。

このマークはRoHS指令で制限されている特定有害物質（10物質）が
規制値以下の製品であることを示しています。

カーボンニュートラルとは温室効果ガスである CO₂（二酸化
炭素）の排出量から吸収量と除去量を差し引いた合計をゼロに
することです。
消費電力の削減はカーボンニュートラルにつながる基本的な 
CO₂ 抑制対策であり、電力の見える化から始めることができま
す。エム･システム技研の電力監視は、１点から始めて増設を繰
り返すことでご希望のサイズまで拡張できるようにしました。
（A4サイズ 8ページ）

カーボンニュートラルに不可欠な
電力集中監視システム実例集 Part2

開催予定のセミナー
・オームの法則
 ・計装ってな～に？
 ・初めての方でもわかるIoTセミナー
 ・変換器の紹介
 ・避雷器、テレメータ、PID制御など

●お問合せ
（株）エム･システム技研 セミナー事務局（担当：山村）
TEL：06-6659-8200　FAX：06-6659-8510

無料オンラインセミナー「MKウェビナー」開催！

会場まで足を運んでいただく必要のない、オンライン上でのセミナー「MK
ウェビナー」を開催しております。

開催スケジュール
開催スケジュールの詳細につきましては、エム・システム技研Webサイト
「サポート・お問合せ」の「セミナー情報」をご確認ください。
https://www.m-system.co.jp/Mkseminar/Main.html

受講料無料の
オンライン
セミナーです。

端子台形信号変換器 タンシマルシリーズに、
新たに機種を追加しました。

リモートI/O JCシリーズに、I/O連結ユニット
（形式：JC-IO）を新たに追加しました。

・オプション仕様により加算価格があります。詳しくは仕様書をご覧ください。

・オプション仕様により加算価格があります。
　詳しくは仕様書をご覧ください。

ユニバーサル入力変換器
（PCスペック形）
形　　式：M5XU
基本価格：38,000円

I/O連結ユニット
形　　式：JC-IO
基本価格：50,000円

ユニバーサル温度変換器
（PCスペック形）
形　　式：M5XTR
基本価格：35,000円

ラインアップ追加を
順次行ってまいります。
どうぞご期待ください。

異なるプロトコル間の
データ伝送ができます！

新製品

新製品

新製品

工業計器、測定器、IT機器、医療用機器などのアナログ入出力インタフェース回路で重要
な役割を果たすアイソレータの効果を、模擬実験でわかりやすくご説明します。
https://www.m-system.co.jp/video/isolator/index.html

2022年1月26日～ 28日、東京ビッグサイトにて開催されたIIFES 2022に出展し
ました。展示会の模様を簡単ですが動画でまとめました。
https://www.m-system.co.jp/information/2022iifes/report.html

アイソレータの効果を実験で検証します！

【出展報告】IIFES 2022 ～オートメーションと計測の先端技術総合展～

チャンネル登録をお願いします。
エム•システム技研 YouTubeエム•システム技研 YouTube
YouTubeチャンネルをご覧いただけます。

・YouTubeは、Google LLCの登録商標です。

形式：M5XU、M5XTR
（W25×H97×D41mm）

（W50×H115×D73mm）

・ 取付け場所を選ばない超小形変換器です。
・ 奥行き41mm！奥行きが浅い盤にも取付けられます。
・ PCスペック形変換器は、Windowsパソコン上で動作するプログラムを使用し
て、入出力レンジなどのパラメータを自由に変更・設定ができます。このとき使用
するコンフィギュレータソフトウェア（形式：M5CFG）は、エム・システム技研
Webサイトから無料でダウンロードできます。

・ ネットワーク上の機器の入出力信号を連結する I/Oマッピングができます。
・ Modbus/TCPクライアント、SLMPクライアントに対応しています。




